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それぞれの議案は、委員会に付託し、詳しく審査しています。
議案の内容などについては、各委員会の記事をご覧ください。
　　予算：予算審査特別委員会　　    ４ページ
　　建水：建設水道常任委員会　    １４ページ
　　厚生：厚生常任委員会　　　    １５ページ
　　総務：総務常任委員会　　　    １６ページ

9月定例会では
こ

んな
ことが決まりました

3月定例会の案件 結　果付託先

付託先

条例

認定

人事

同意

陳情

報告

発議

斑鳩町手話言語条例について

地方自治法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する
条例について

固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について

斑鳩町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町廃棄物の減量及び適正処理並びに環境美化に関する条例の一部を
改正する条例について

斑鳩町町営住宅条例の一部を改正する条例について

令和元年度斑鳩町一般会計補正予算（第９号）について

令和元年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について

令和元年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）について

令和元年度斑鳩町一般会計補正予算（第１０号）について 

令和２年度斑鳩町一般会計予算について

令和２年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計予算について

令和２年度斑鳩町介護保険事業特別会計予算について

令和２年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算について

令和２年度斑鳩町水道事業会計予算について

令和２年度斑鳩町下水道事業会計予算について

町道認定について

人権擁護委員の推薦について意見を求めることについて（その１）～（その３） 

斑鳩町公平委員会委員の選任について同意を求めることについて 

斑鳩町農業委員会の委員の任命について同意を求めることについて（その１）～（その１４） 

斑鳩町農業委員会の委員の認定農業者過半数要件の例外規定適用について
同意を求めることについて 

「交通事業者への働きかけを強める」意見書採択のお願いについて

監査結果報告について

議会の委任による町長専決処分の報告について（損害賠償の額の決定について） 

議会の委任による町長専決処分の報告について（令和元年度斑鳩町一般会計補正予算（第７号）について）

議会の委任による町長専決処分の報告について（損害賠償の額の決定について） 

議会の委任による町長専決処分の報告について（令和元年度斑鳩町一般会計補正予算（第８号）について）

令和２年度斑鳩町文化振興財団事業計画の報告について 

請願採択を踏まえ「各交通事業者への働きかけを強める」意見書について 

斑鳩町議会会議規則の一部を改正する規則について 

斑鳩町議会傍聴規則の一部を改正する規則について 

厚生

総務

総務

総務

厚生

建水

総務

厚生

厚生

予算

予算

予算

予算

予算

予算

建水

厚生

第1回 定例会
令和２年３月２日～３月２５日

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

賛成多数で可決

満場一致で可決

満場一致で認定

満場一致で適任と答申

満場一致で同意

満場一致で同意

満場一致で採択

報　告

満場一致で可決

１7ページに
賛成の討論

１7ページに
賛否の討論

１8ページに
意見書

３ページに
関連記事

北山 裕見子 氏
中井 充啓 氏
森田 敬子 氏を
推薦することに
適任と答申

福瀨 　敏 氏を
選任することに
同意

ふく  せ　       さとし

きたやま     ゆ    み    こ

なか  い     あつひろ

もり  た     けい  こ

令
和
元
年
度

補
正
予
算

令
和
２
年
度
予
算

中川 靖広 氏
池元 秀次 氏
岡田 　功 氏
　野 　稔 氏
紀　 啓治 氏
澤田 昌巳 氏
　己 昭清 氏
塚𠩤 康裕 氏
西谷 喜代嗣 氏
西野 博之 氏
野口 英治 氏
松井 清浩 氏
宮﨑 　亮 氏
安村 博一 氏を
選任することに
同意

❷

なかがわ  やすひろ 

いけもと  ひでつぐ 

おか  だ　       いさお 

おく  の　       みのる 

  き　         けい  じ 

さわ だ　 まさ  み 

たつ  み　あき きよ 

つかはら   やすひろ 

にしたに　 き    よ   じ 

にし  の　 ひろゆき 

 の  ぐち　えい じ 

まつ  い　 きよひろ 

みやざき　     あきら 

やすむら   ひろかず 



より親しまれる町議会に
　　　　　　議会傍聴規則を改正しました

議
会
の
日
程

　

開
会
時
間
は
、午
前
９
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
広
報
発
行
常
任
委
員
会
は
本
会
議
終
了
後
）

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局

７
４
‐
１
０
０
１　

内
線
３
０
２

臨
時
議
会
の
予
定

13
日（
水
）

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

１
日（
月
）

４
日（
木
）

５
日（
金
）

８
日（
月
）

９
日（
火
）

11
日（
木
）

15
日（
月
）

18
日（
木
）

６
月

5
月

18
日（
月
）

19
日（
火
）

22
日（
金
）

26
日（
火
）

5
月

本
会
議
初
日

（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

閉
会
中
の
委
員
会

令
和
２
年
６
月
議
会

【
本
会
議
初
日
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
　

一
般
質
問
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
】

斑鳩町議会傍聴規則の一部改正を行いました（令和２年３月２５日）

　今回の改正は、令和元年６月１７日に坂口議長からの諮問を受け、議会運営委員会において、
約１年間かけて、より住民にひらかれ、時代に即した内容とするよう協議・調整をすすめた結
果を議長に答申し、嶋田委員長より委員会発議し、満場一致で可決したものです。

主
な
改
正
点

子
育
て
世
代
も
傍
聴
が
で
き
る
よ
う
に

身
体
障
害
者
補
助
犬
の
同
伴
が
可
能
に

携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
は
、
音
が
出
な
い
よ
う
に

監
督
（
保
護
者
や
教
員
等
）
が
付
き
添
う
場
合
、

12
歳
未
満
の
子
ど
も
も
傍
聴
席
に
入
場
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
補
助
犬
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
犬
、

猫
、
鳥
等
の
ペ
ッ
ト
を
同
伴
し
て
い
る
人
は
傍

聴
席
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
身
体
障

害
者
補
助
犬
を
同
伴
し
て
い
る
人
は
傍
聴
席
へ

の
入
場
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

の
傍
聴
席
へ
の
携
行
を
認
め
た
う
え
で
、
音
を

発
し
な
い
よ
う
に
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

（
電
源
を
切
る
、
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
に
設
定
す

る
）
を
、
傍
聴
人
の
守
る
べ
き
事
項
と
し
て
加

え
ま
し
た
。

　
よ
り
多
く
の
人
に
町
議
会
を
傍
聴
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
斑
鳩
町
議
会
傍
聴
規

則
で
は
、「
傍
聴
人
は
静
粛
の
保
持
に
努
め
る
」
こ

と
を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

事
情
に
よ
り
開
催
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
情
に
よ
り
開
催
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❸



令和２年度予算を可決
令和２年度予算を審査

と
か
ら
、
一
部
に
つ
い
て
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
敷
き
か
え
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談
管
理
シ
ス
テ
ム
で

よ
り
き
め
細
や
か
な
支
援
を

　
　

子
育
て
相
談
管
理
シ
ス
テ

ム
を
新
年
度
に
導
入
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
か
。

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置

し
て
い
る
子
育
て
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

新
年

度
か
ら
、
よ
り
支
援
が
必
要
な

妊
婦
や
乳
幼
児
の
支
援
の
経
過

と
管
理
を
一
元
化
し
、
ほ
か
の

関
係
機
関
へ
の
連
絡
等
、
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
す
。

折
り
畳
み
式
ご
み
ボ
ッ
ク
ス
の

自
治
会
配
布
が
拡
充

　　
　

こ
れ
ま
で
１
自
治
会
に
１

個
で
あ
っ
た
折
り
畳
み
式
ご
み

ボ
ッ
ク
ス
の
配
布
を
、
新
年
度

か
ら
ど
の
よ
う
に
拡
充
さ
れ
る

の
か
。

　
　

各
自
治
会
に
、
お
お
む
ね

30
世
帯
に
１
個
を
配
布
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま

た
、
す
で
に
配
布
し
て
い
る
ご

み
ボ
ッ
ク
ス
は
大
切
に
使
っ
て

い
た
だ
き
、
配
布
後
７
年
で
更

新
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
で
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
更
新
を

　　
　

交
通
安
全
対
策
費
は
、
ど

の
よ
う
な
事
業
に
つ
か
わ
れ
て

い
る
の
か
。冬
季
な
ど
曇
っ
て

見
え
な
い
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
あ

る
の
で
、
交
通
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
交
換
さ
れ
た
い
。

　
　

交
通
安
全
対
策
費
の
予
算

は
、主
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、転
落
防

止
柵
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
啓
発
看

板
、
白
線
な
ど
の
区
間
線
の
設
置

費
用
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
更
新
時
に

は
、
見
え
に
く
く
な
ら
な
い
表
面

加
工
さ
れ
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
育
む
里
山
づ
く
り
を

着
実
に
す
す
め
て
ほ
し
い

　　
　

里
山
づ
く
り
は
、
よ
い
事

業
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
着
実

に
す
す
め
て
ほ
し
い
。何
年
計

画
で
、
ど
う
い
っ
た
形
で
達
成

度
を
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

平
成
18
年
度
か
ら
奈
良
県

森
林
環
境
税
等
の
財
源
を
活
用

し
て
、
５
年
周
期
で
計
画
を
立

て
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

１
年
に
つ
き
約
０
・
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
整
備
さ
れ
て
お
り
、

毎
年
、県
と
町
で
検
査
も
行
い
、

里
山
と
し
て
復
活
し
た
状
況
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

歴
史
的
風
致
維
持
の
た
め
、

住
宅
の
修
景
を
支
援

　　
　

ま
ち
な
か
観
光
景
観
形
成

事
業
補
助
金
で
新
年
度
に
９
０

０
万
円
を
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、新
年
度
の
事
業
予
定
は
。

　
　

斑
鳩
町
の
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
に
位
置
づ
け
る
事

業
で
あ
り
、
当
計
画
の
重
点
区

域
の
中
で
行
わ
れ
る
住
宅
等
の

修
景
に
対
す
る
改
修
に
か
か
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の

で
す
。

　

令
和
元
年
度
実
績
は
２
件

で
、新
年
度
は
、一
般
建
築
物
で

３
件
分
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
は
、

わ
か
り
や
す
い
内
容
に

　　
　

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の

策
定
委
託
業
務
に
４
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
い
つ

ま
で
に
策
定
さ
れ
る
の
か
。ま

た
、
誰
も
が
わ
か
り
や
す
い
計

画
と
な
る
よ
う
、
話
し
合
い
等

は
さ
れ
る
の
か
。

　
　

令
和
２
年
度
末
に
完
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。こ
の
計
画

は
、耐
震
化
や
治
水
対
策
、ま
た

緊
急
輸
送
道
路
整
備
な
ど
の

ハ
ー
ド
対
策
や
防
災
教
育
な
ど

の
ソ
フ
ト
対
策
も
含
め
た
総
合

的
な
計
画
で
す
の
で
、
関
係
課

と
情
報
共
有
し
な
が
ら
策
定
に

努
め
ま
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
よ

る
、町
財
政
の
影
響
は  

　　
　

雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
な

い
公
正
な
待
遇
の
確
保
の
た

め
、
令
和
２
年
度
か
ら
斑
鳩
町

で
も
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

が
導
入
さ
れ
、
人
件
費
が
増
加

す
る
と
監
査
委
員
か
ら
も
報
告

さ
れ
て
い
る
が
、
斑
鳩
町
の
財

政
へ
の
影
響
額
は
。

　
　

す
べ
て
の
会
計
あ
わ
せ
て
、

約
８,
１
０
０
万
円
の
人
件
費
が

増
額
と
な
り
ま
す
。

改
修
工
事
前
の
調
査
業
務
は
必

要
か  

　　
　

い
か
る
が
ホ
ー
ル
の
内
外

壁
タ
イ
ル
改
修
工
事
に
新
年
度

で
１
，１
０
０
万
円
を
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
前
年
度
に
３
０
０

万
円
の
予
算
で
調
査
業
務
を
し

て
い
る
。事
前
に
調
査
業
務
を

行
う
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
効

果
が
あ
る
の
か
。

　
　

い
か
る
が
ホ
ー
ル
の
内
外

壁
タ
イ
ル
の
よ
う
に
、
ど
の
部

分
の
修
繕
が
必
要
か
、
目
に
見

え
て
わ
か
ら
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
専
門
家
に
よ
る

調
査
を
行
い
、
補
修
が
必
要
な

部
分
を
特
定
し
た
う
え
で
、
次

年
度
に
工
事
を
発
注
し
て
い
ま

す
。 

結
果
と
し
て
、
事
前
調
査

に
よ
り
経
費
の
縮
減
を
は
か
っ

て
い
ま
す
。

詐
欺
被
害
防
止
対
策
機
器
の

購
入
助
成　

手
続
き
を
簡
単
に

　　
　

特
殊
詐
欺
等
被
害
防
止
対

策
機
器
購
入
費
助
成
事
業
に
つ

い
て
は
、
ど
の
程
度
申
請
が
あ

る
の
か
。

　

現
状
で
は
、
助
成
対
象
と
な

る
機
器
か
ど
う
か
確
定
す
る
た

め
、
何
度
も
役
場
に
出
向
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
手
続

き
を
簡
素
化
さ
れ
た
い
。

　
　

令
和
元
年
度
か
ら
補
助
を

開
始
し
て
お
り
、
今
年
度
は
10

件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

補
助
の
対
象
で
あ
る
、
自
動

オ
ー
ト
録
音
機
能
を
有
す
る
特

殊
詐
欺
被
害
防
止
対
策
機
能
付

の
電
話
機
等
で
あ
る
か
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
代

理
に
よ
る
予
備
申
請
を
可
能
に

す
る
な
ど
、今
後
、ど
の
よ
う
な

対
応
が
で
き
る
か
検
討
し
ま
す
。

町
の
コ
ミ
バ
ス
再
編
に
よ
り
、社

協
の
生
き
生
き
号
も
見
直
し
を

　　
　

令
和
２
年
４
月
か
ら
、
町

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
王
寺

乗
り
入
れ
を
開
始
し
、
地
域
公

共
交
通
の
体
制
が
変
わ
る
こ
と

に
な
る
。今
後
、社
協
の
生
き
生

き
号
に
つ
い
て
も
状
況
を
見

て
、
利
用
が
少
な
い
の
で
は
あ

れ
ば
、
今
後
の
方
向
性
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

　
　

生
き
生
き
号
の
運
行
に
町

は
補
助
し
て
い
る
が
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
自
主
事
業
で
あ
る

の
で
、
そ
の
旨
を
お
伝
え
し
ま

す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

子
ど
も
の
預
か
り
場
所
は

　　
　

新
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
で
は
、
子
ど
も
を

ど
こ
で
預
か
る
の
か
。

　
　

基
本
的
に
は
提
供
会
員
ま

た
は
依
頼
会
員
、
ど
ち
ら
か
の

自
宅
で
す
。

　

都
合
が
悪
い
場
合
は
、
中
央

公
民
館
の
幼
児
室
か
斑
鳩
幼
稚

園
の
２
階
の
教
室
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

中
央
公
民
館
の
幼
児
室
は

古
い
の
で
、
き
れ
い
に
す
る
予

定
は
な
い
の
か
。

　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
で
利
用
す
る
こ

小
中
学
校
の
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
整

備
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る

　　
　

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
５
年
を
か
け

て
子
ど
も
た
ち
に
１
人
１
台
の

パ
ソ
コ
ン
を
配
備
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
配
備
計
画
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

現
在
の
予
定
で
は
、
令
和

２
年
度
に
小
学
５
年
生
と
６
年

生
と
中
学
１
年
生
、
令
和
３
年

度
に
中
学
２
年
生
と
３
年
生
、

令
和
４
年
度
に
小
学
３
年
生
と

４
年
生
、
そ
し
て
令
和
５
年
度

に
小
学
１
年
生
と
２
年
生
に
、

１
人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
整
備

予
定
で
す
。

　令和２年度斑鳩町一般会計と各特別会計等の予算を審査するため、３月９日、１０日の２日間、予算審査
特別委員会を開催しました。
　委員会では、委員から多くの質問や意見が出されました。今回は、その主なものをご報告します。
　なお、一般会計、各特別会計等の予算は、すべて満場一致で可決すべきものと決しました。

令和２年度予算を可決

一
般
会
計

▲カーペット敷きかえ予定の
　中央公民館内の幼児室
　ファミリー・サポート・センター
　事業でも利用できます。

問答問答

問答

問答

問答問答
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議
員　

斑
鳩
町
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
対
策
や

保
健
所
な
ど
の
周
知
に
つ
い

て
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
よ
り
、
住
民
の
皆
様
に
周

知
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
弱
者

と
言
わ
れ
る
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
方
に
は
、
目
が
届
か
な
い

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

支
援
の
必
要
な
皆
様
に
対
す

る
周
知
の
方
法
に
つ
い
て
考
え

を
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
長　

災
害
弱
者
に

対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
策
等
の
周
知
に
つ

い
て
は
、町
と
し
て
、直
接
高
齢

者
等
に
周
知
で
き
る
方
法
と
し

て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
等
に
よ
る
周
知
が
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
各
事
業
所
に
お
願

い
を
し
、
周
知
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

液
体
ミ
ル
ク
を
備
蓄
し

　
乳
幼
児
の
避
難
対
策
を

議
員　

災
害
時
、
避
難
所
に
お

い
て
電
気
や
ガ
ス
が
止
ま
っ
て

い
て
も
、
お
湯
を
沸
か
す
必
要

が
な
く
、
哺
乳
瓶
に
う
つ
し
て

そ
の
ま
ま
飲
む
こ
と
が
で
き
る

液
体
ミ
ル
ク
は
、昨
年
の
岡
山
・

広
島
を
中
心
と
し
た
大
雨
に
よ

る
洪
水
で
、
避
難
所
に
乳
幼
児

を
連
れ
て
避
難
さ
れ
た
お
母
さ

ん
達
に
も
大
変
喜
ば
れ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

斑
鳩
町
と
し
て
も
、
粉
ミ
ル

ク
の
一
部
を
液
体
ミ
ル
ク
に
置

き
換
え
て
備
蓄
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総
務
部
長　

乳
児
用
の
液
体
ミ

ル
ク
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
８

月
に
厚
生
労
働
省
で
制
度
改
正

さ
れ
、
国
内
で
の
製
造
販
売
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。現
在
、国

内
販
売
が
始
ま
っ
て
１
年
半
余

り
で
あ
り
、
粉
ミ
ル
ク
と
比
較

す
る
と
、
賞
味
期
限
が
１
年
と

短
い
こ
と
や
、
単
価
が
高
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、液
体
ミ
ル
ク
は
、お

湯
と
ミ
ル
ク
で
調
乳
す
る
必
要

が
な
く
、常
温
で
保
管
、使
用
で

き
る
製
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

災
害
時
等
に
有
用
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
粉
ミ
ル
ク
の
備
蓄
と

あ
わ
せ
、液
体
ミ
ル
ク
の
普
及
、

啓
発
的
な
導
入
に
つ
い
て
、
検

討
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令和２年度予算を審査

と
か
ら
、
一
部
に
つ
い
て
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
敷
き
か
え
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談
管
理
シ
ス
テ
ム
で

よ
り
き
め
細
や
か
な
支
援
を

　
　

子
育
て
相
談
管
理
シ
ス
テ

ム
を
新
年
度
に
導
入
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
か
。

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置

し
て
い
る
子
育
て
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

新
年

度
か
ら
、
よ
り
支
援
が
必
要
な

妊
婦
や
乳
幼
児
の
支
援
の
経
過

と
管
理
を
一
元
化
し
、
ほ
か
の

関
係
機
関
へ
の
連
絡
等
、
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
す
。

折
り
畳
み
式
ご
み
ボ
ッ
ク
ス
の

自
治
会
配
布
が
拡
充

　　
　

こ
れ
ま
で
１
自
治
会
に
１

個
で
あ
っ
た
折
り
畳
み
式
ご
み

ボ
ッ
ク
ス
の
配
布
を
、
新
年
度

か
ら
ど
の
よ
う
に
拡
充
さ
れ
る

の
か
。

　
　

各
自
治
会
に
、
お
お
む
ね

30
世
帯
に
１
個
を
配
布
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま

た
、
す
で
に
配
布
し
て
い
る
ご

み
ボ
ッ
ク
ス
は
大
切
に
使
っ
て

い
た
だ
き
、
配
布
後
７
年
で
更

新
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
で
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
更
新
を

　　
　

交
通
安
全
対
策
費
は
、
ど

の
よ
う
な
事
業
に
つ
か
わ
れ
て

い
る
の
か
。冬
季
な
ど
曇
っ
て

見
え
な
い
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
あ

る
の
で
、
交
通
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
交
換
さ
れ
た
い
。

　
　

交
通
安
全
対
策
費
の
予
算

は
、主
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、転
落
防

止
柵
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
啓
発
看

板
、
白
線
な
ど
の
区
間
線
の
設
置

費
用
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
更
新
時
に

は
、
見
え
に
く
く
な
ら
な
い
表
面

加
工
さ
れ
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
育
む
里
山
づ
く
り
を

着
実
に
す
す
め
て
ほ
し
い

　　
　

里
山
づ
く
り
は
、
よ
い
事

業
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
着
実

に
す
す
め
て
ほ
し
い
。何
年
計

画
で
、
ど
う
い
っ
た
形
で
達
成

度
を
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

平
成
18
年
度
か
ら
奈
良
県

森
林
環
境
税
等
の
財
源
を
活
用

し
て
、
５
年
周
期
で
計
画
を
立

て
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

１
年
に
つ
き
約
０
・
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
整
備
さ
れ
て
お
り
、

毎
年
、県
と
町
で
検
査
も
行
い
、

里
山
と
し
て
復
活
し
た
状
況
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

歴
史
的
風
致
維
持
の
た
め
、

住
宅
の
修
景
を
支
援

　　
　

ま
ち
な
か
観
光
景
観
形
成

事
業
補
助
金
で
新
年
度
に
９
０

０
万
円
を
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、新
年
度
の
事
業
予
定
は
。

　
　

斑
鳩
町
の
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
に
位
置
づ
け
る
事

業
で
あ
り
、
当
計
画
の
重
点
区

域
の
中
で
行
わ
れ
る
住
宅
等
の

修
景
に
対
す
る
改
修
に
か
か
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の

で
す
。

　

令
和
元
年
度
実
績
は
２
件

で
、新
年
度
は
、一
般
建
築
物
で

３
件
分
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
は
、

わ
か
り
や
す
い
内
容
に

　　
　

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の

策
定
委
託
業
務
に
４
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
い
つ

ま
で
に
策
定
さ
れ
る
の
か
。ま

た
、
誰
も
が
わ
か
り
や
す
い
計

画
と
な
る
よ
う
、
話
し
合
い
等

は
さ
れ
る
の
か
。

　
　

令
和
２
年
度
末
に
完
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。こ
の
計
画

は
、耐
震
化
や
治
水
対
策
、ま
た

緊
急
輸
送
道
路
整
備
な
ど
の

ハ
ー
ド
対
策
や
防
災
教
育
な
ど

の
ソ
フ
ト
対
策
も
含
め
た
総
合

的
な
計
画
で
す
の
で
、
関
係
課

と
情
報
共
有
し
な
が
ら
策
定
に

努
め
ま
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
よ

る
、町
財
政
の
影
響
は  

　　
　

雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
な

い
公
正
な
待
遇
の
確
保
の
た

め
、
令
和
２
年
度
か
ら
斑
鳩
町

で
も
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

が
導
入
さ
れ
、
人
件
費
が
増
加

す
る
と
監
査
委
員
か
ら
も
報
告

さ
れ
て
い
る
が
、
斑
鳩
町
の
財

政
へ
の
影
響
額
は
。

　
　

す
べ
て
の
会
計
あ
わ
せ
て
、

約
８,
１
０
０
万
円
の
人
件
費
が

増
額
と
な
り
ま
す
。

改
修
工
事
前
の
調
査
業
務
は
必

要
か  

　　
　

い
か
る
が
ホ
ー
ル
の
内
外

壁
タ
イ
ル
改
修
工
事
に
新
年
度

で
１
，１
０
０
万
円
を
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
前
年
度
に
３
０
０

万
円
の
予
算
で
調
査
業
務
を
し

て
い
る
。事
前
に
調
査
業
務
を

行
う
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
効

果
が
あ
る
の
か
。

　
　

い
か
る
が
ホ
ー
ル
の
内
外

壁
タ
イ
ル
の
よ
う
に
、
ど
の
部

分
の
修
繕
が
必
要
か
、
目
に
見

え
て
わ
か
ら
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
専
門
家
に
よ
る

調
査
を
行
い
、
補
修
が
必
要
な

部
分
を
特
定
し
た
う
え
で
、
次

年
度
に
工
事
を
発
注
し
て
い
ま

す
。 

結
果
と
し
て
、
事
前
調
査

に
よ
り
経
費
の
縮
減
を
は
か
っ

て
い
ま
す
。

詐
欺
被
害
防
止
対
策
機
器
の

購
入
助
成　

手
続
き
を
簡
単
に

　　
　

特
殊
詐
欺
等
被
害
防
止
対

策
機
器
購
入
費
助
成
事
業
に
つ

い
て
は
、
ど
の
程
度
申
請
が
あ

る
の
か
。

　

現
状
で
は
、
助
成
対
象
と
な

る
機
器
か
ど
う
か
確
定
す
る
た

め
、
何
度
も
役
場
に
出
向
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
手
続

き
を
簡
素
化
さ
れ
た
い
。

　
　

令
和
元
年
度
か
ら
補
助
を

開
始
し
て
お
り
、
今
年
度
は
10

件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

補
助
の
対
象
で
あ
る
、
自
動

オ
ー
ト
録
音
機
能
を
有
す
る
特

殊
詐
欺
被
害
防
止
対
策
機
能
付

の
電
話
機
等
で
あ
る
か
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
代

理
に
よ
る
予
備
申
請
を
可
能
に

す
る
な
ど
、今
後
、ど
の
よ
う
な

対
応
が
で
き
る
か
検
討
し
ま
す
。

町
の
コ
ミ
バ
ス
再
編
に
よ
り
、社

協
の
生
き
生
き
号
も
見
直
し
を

　　
　

令
和
２
年
４
月
か
ら
、
町

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
王
寺

乗
り
入
れ
を
開
始
し
、
地
域
公

共
交
通
の
体
制
が
変
わ
る
こ
と

に
な
る
。今
後
、社
協
の
生
き
生

き
号
に
つ
い
て
も
状
況
を
見

て
、
利
用
が
少
な
い
の
で
は
あ

れ
ば
、
今
後
の
方
向
性
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

　
　

生
き
生
き
号
の
運
行
に
町

は
補
助
し
て
い
る
が
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
自
主
事
業
で
あ
る

の
で
、
そ
の
旨
を
お
伝
え
し
ま

す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

子
ど
も
の
預
か
り
場
所
は

　　
　

新
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
で
は
、
子
ど
も
を

ど
こ
で
預
か
る
の
か
。

　
　

基
本
的
に
は
提
供
会
員
ま

た
は
依
頼
会
員
、
ど
ち
ら
か
の

自
宅
で
す
。

　

都
合
が
悪
い
場
合
は
、
中
央

公
民
館
の
幼
児
室
か
斑
鳩
幼
稚

園
の
２
階
の
教
室
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

中
央
公
民
館
の
幼
児
室
は

古
い
の
で
、
き
れ
い
に
す
る
予

定
は
な
い
の
か
。

　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
で
利
用
す
る
こ

小
中
学
校
の
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
整

備
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る

　　
　

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
５
年
を
か
け

て
子
ど
も
た
ち
に
１
人
１
台
の

パ
ソ
コ
ン
を
配
備
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
配
備
計
画
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

現
在
の
予
定
で
は
、
令
和

２
年
度
に
小
学
５
年
生
と
６
年

生
と
中
学
１
年
生
、
令
和
３
年

度
に
中
学
２
年
生
と
３
年
生
、

令
和
４
年
度
に
小
学
３
年
生
と

４
年
生
、
そ
し
て
令
和
５
年
度

に
小
学
１
年
生
と
２
年
生
に
、

１
人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
整
備

予
定
で
す
。

▲パソコンを使って学習する小学生（斑鳩小学校）

問答問答

問答

問答問答

問答問

答問答

問答

問答

問答

問答問答

❺



令和２年度予算を審査

大
方
家
文
書
の
調
査
結
果
は

　　
　

現
在
、
大
方
家
の
古
文
書

を
調
査
さ
れ
て
い
る
が
、
最
終

的
に
冊
子
に
し
て
ま
と
め
る
な

ど
の
計
画
は
。

　
　

大
方
家
文
書
調
査
は
令
和

２
年
度
で
５
年
目
の
最
終
年
度

を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
調
査
し
て
い
る
内
容

は
、約
１
万
３
千
点
の
文
書
で
、

そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
文
書
で

あ
る
か
と
い
う
内
容
の
細
目
リ

ス
ト
を
中
心
と
し
た
調
査
報
告

書
を
令
和
２
年
度
で
作
成
し
て

い
く
予
定
で
す
。

特
定
健
康
診
査
の

受
診
率
の
見
込
み
は

　　
　

特
定
健
康
診
査
の
昨
年
度

の
受
診
率
は
。　

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
予
算
で

は
、
４
，
５
５
９
名
、
受
診
率

47
％
を
見
込
み
、２
，２
０
０
万

円
を
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
根
拠
は
。

　
　

昨
年
度
の
受
診
率
は
36
・

5
％
で
す
。

　

国
は
令
和
５
年
度
ま
で
に
特

定
健
康
診
査
の
実
施
率
を
60
％

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
国
の
計
画
に
基
づ
き

実
施
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、

令
和
５
年
度
ま
で
に
健
診
実
施

率
を
60
％
と
し
て
お
り
、
こ
の

目
標
値
か
ら
令
和
２
年
度
は

47
％
の
実
施
率
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

介
護
保
険
事
業
計
画
に
沿
っ
て

サ
ー
ビ
ス
給
付
で
き
て
い
る
か

　　
　

現
在
、
介
護
保
険
事
業
計

画
第
７
期
の
２
年
目
と
な
る

が
、
第
７
期
の
計
画
策
定
時
は

基
金
を
取
り
崩
し
て
保
険
料
の

引
き
下
げ
を
行
っ
た
。

　

今
期
の
執
行
状
況
、
給
付
の

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

　
　

計
画
１
年
目
の
平
成
30
年

度
は
、
事
業
計
画
に
対
す
る
給

付
費
の
割
合
は
約
96
％
で
し
た
。

　

２
年
目
の
令
和
元
年
度
は
お

よ
そ
93
〜
94
％
の
給
付
率
に
な

る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

施
設
整
備
検
討
業
務

委
託
業
務
の
内
容
は

　　
　

施
設
整
備
検
討
業
務
と
し

て
約
１
千
万
円
を
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
委
託
業
務
の
内

容
は
。

　
　

現
在
の
施
設
の
状
況
把
握

を
行
い
、
そ
の
な
か
で
自
己
水

の
施
設
を
維
持
す
る
場
合
と
、

県
営
水
道
１
０
０
％
に
切
り
か

え
る
場
合
に
つ
い
て
の
改
築
更

新
時
の
検
討
、
こ
の
両
方
を
並

行
し
て
行
う
予
定
で
す
。

下
水
道
の
加
入
促
進
の
た
め

推
進
員
を
設
置
し
て
は

　
　

下
水
道
の
整
備
が
完
了
し

て
い
る
区
域
で
の
接
続
率
が
低

い
が
、
下
水
道
の
促
進
は
環
境

保
全
に
も
つ
な
が
る
。加
入
促

進
の
た
め
、
例
え
ば
下
水
道
接

続
推
進
員
の
よ
う
な
制
度
を
つ

く
っ
て
、
個
別
に
働
き
か
け
て

は
ど
う
か
。

　
　

未
接
続
家
屋
へ
の
啓
発
チ

ラ
シ
の
戸
別
配
布
や
、
排
水
設

備
指
定
工
事
店
の
営
業
促
進
な

ど
、
下
水
道
の
接
続
促
進
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

他
市
町
村
で
は
、
接
続
推
進

員
に
よ
り
未
接
続
家
屋
へ
訪
問

し
、
接
続
に
関
し
て
相
談
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
制
度
を
導
入

さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、

そ
の
状
況
を
研
究
調
査
す
る
な

か
で
検
討
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、た
く
さ
ん
の
質
疑
回

答
が
あ
り
、
審
議
を
深
め
ま
し

た
。

（
木
澤
委
員
長
記
）

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委　
員　
長　
　

木 

澤　

正 

男

副
委
員
長　
　

伴 　
　

吉 

晴

委　
　

員　
　

溝 

部 

真
紀
子

　

〃　
　
　
　

齋 

藤　

文 

夫

　

〃　
　
　
　

小 

城　

世 

督

　

〃　
　
　
　

横 

田　

敏 

文

　

〃　
　
　
　

奥 

村　

容 

子 

中
央
公
民
館
に
駐
車
場
を
増
設

で
き
る
だ
け
早
い
整
備
を

　
　

新
年
度
に
、
中
央
公
民
館

に
駐
車
場
を
増
設
さ
れ
る
予
定

で
す
が
、
何
台
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
か
。

　
　

現
在
の
中
央
公
民
館
の
駐

車
場
は
75
台
分
で
す
。借
地
に

よ
り
増
設
す
る
駐
車
場
は
30
〜

35
台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　

あ
わ
せ
て
最
大
１
１
０
台
の

駐
車
台
数
を
確
保
で
き
る
見
込

み
で
す
。

▲駐車場の拡充が予定される中央公民館

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

問答

問答問

答問答

問答問答

❻



一 般 質 問町政ここが聞きたい

議
員　

斑
鳩
町
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
対
策
や

保
健
所
な
ど
の
周
知
に
つ
い

て
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
よ
り
、
住
民
の
皆
様
に
周

知
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
弱
者

と
言
わ
れ
る
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
方
に
は
、
目
が
届
か
な
い

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

支
援
の
必
要
な
皆
様
に
対
す

る
周
知
の
方
法
に
つ
い
て
考
え

を
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
長　

災
害
弱
者
に

対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
策
等
の
周
知
に
つ

い
て
は
、町
と
し
て
、直
接
高
齢

者
等
に
周
知
で
き
る
方
法
と
し

て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
等
に
よ
る
周
知
が
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
各
事
業
所
に
お
願

い
を
し
、
周
知
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

液
体
ミ
ル
ク
を
備
蓄
し

　
乳
幼
児
の
避
難
対
策
を

議
員　

災
害
時
、
避
難
所
に
お

い
て
電
気
や
ガ
ス
が
止
ま
っ
て

い
て
も
、
お
湯
を
沸
か
す
必
要

が
な
く
、
哺
乳
瓶
に
う
つ
し
て

そ
の
ま
ま
飲
む
こ
と
が
で
き
る

液
体
ミ
ル
ク
は
、昨
年
の
岡
山
・

広
島
を
中
心
と
し
た
大
雨
に
よ

る
洪
水
で
、
避
難
所
に
乳
幼
児

を
連
れ
て
避
難
さ
れ
た
お
母
さ

ん
達
に
も
大
変
喜
ば
れ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

斑
鳩
町
と
し
て
も
、
粉
ミ
ル

ク
の
一
部
を
液
体
ミ
ル
ク
に
置

き
換
え
て
備
蓄
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総
務
部
長　

乳
児
用
の
液
体
ミ

ル
ク
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
８

月
に
厚
生
労
働
省
で
制
度
改
正

さ
れ
、
国
内
で
の
製
造
販
売
が

奥
村
容
子
議
員
・
７
ペ
ー
ジ

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て

◎
災
害
用
備
蓄
品
に
つ
い
て

〇
未
就
学
児
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

〇
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
策

定
に
つ
い
て

小
城
世
督
議
員
・
８
ペ
ー
ジ

〇
小
・
中
学
校
の
教
員
の
確
保

に
つ
い
て

〇
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
普
及
に
よ
る
今
後

の
学
習
指
導
に
つ
い
て

◎
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ

ン
補
助
に
つ
い
て

溝
部
真
紀
子
議
員
・
９
ペ
ー
ジ

◎
今
後
の
地
域
に
お
け
る
学
校

と
の
協
働
体
制
の
在
り
方
に

つ
い
て

◎
既
存
施
設
・
財
産
を
効
果
的

に
活
用
し
、
新
た
な
財
源
確

保
や
地
域
を
活
性
化
す
る
施

策
に
つ
い
て

木
澤
正
男
議
員
・
９
ペ
ー
ジ

◎
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
と

対
策
に
つ
い
て

◎
地
域
猫
活
動
へ
の
支
援
に
つ

い
て

〇
今
後
の
ご
み
処
理
方
法
の
考

え
方
に
つ
い
て

〇
第
５
次
総
合
計
画
策
定
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

大
森
恒
太
朗
議
員
・
10
ペ
ー
ジ

◎
体
育
館
の
使
用
に
つ
い
て

〇
三
室
山
側
道
道
路
に
つ
い
て

〇
学
校
・
学
童
運
営
に
つ
い
て

伴
吉
晴
議
員
・
10
ペ
ー
ジ

◎
斑
鳩
町
役
場
の
正
職
員
の
定

年
に
つ
い
て

嶋
田
善
行
議
員
・
11
ペ
ー
ジ

◎
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
帯
に
つ
い

て
◎
危
険
個
所
の
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
に
つ
い
て

〇
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
長
寿
命
化

計
画
に
つ
い
て

〇
公
共
下
水
道
に
つ
い
て

濱
眞
理
子
議
員
・
12
ペ
ー
ジ

◎
教
員
の
変
形
労
働
時
間
制
に

つ
い
て

○
雨
水
タ
ン
ク
購
入
助
成
に
つ

い
て

○
町
指
定
有
料
ご
み
袋
に
つ
い

て
中
川
靖
広
議
員
・
12
ペ
ー
ジ

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
集

団
感
染
を
防
ぐ
意
味
で
の
臨

時
休
校
に
つ
い
て

○
可
燃
ゴ
ミ
に
つ
い
て

○
文
化
振
興
財
団
の
運
営
に
つ

い
て

齋
藤
文
夫
議
員
・
13
ペ
ー
ジ

◎
公
共
施
設
な
ど
の
耐
震
化
対

策
に
つ
い
て

〇
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
活
性

化
に
つ
い
て

災
害
弱
者
に
配
慮
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を

一般質問とは、議員が町の行政全般について質問し、是正を求めたり、

新たな施策の提案を行ったりするものです。

本定例会での一般質問は、3月５日・６日の両日、10人の議員が行

いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。

※紙面の都合により、◎の質問のみ掲載しています。

可
能
と
な
り
ま
し
た
。現
在
、国

内
販
売
が
始
ま
っ
て
１
年
半
余

り
で
あ
り
、
粉
ミ
ル
ク
と
比
較

す
る
と
、
賞
味
期
限
が
１
年
と

短
い
こ
と
や
、
単
価
が
高
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、液
体
ミ
ル
ク
は
、お

湯
と
ミ
ル
ク
で
調
乳
す
る
必
要

が
な
く
、常
温
で
保
管
、使
用
で

き
る
製
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

災
害
時
等
に
有
用
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
粉
ミ
ル
ク
の
備
蓄
と

あ
わ
せ
、液
体
ミ
ル
ク
の
普
及
、

啓
発
的
な
導
入
に
つ
い
て
、
検

討
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

奥 村　容 子  議員

問答

問答問

答問答

問答問答

❼



一 般 質 問

議
員　

ワ
ク
チ
ン
の
助
成
に
つ

い
て
の
質
問
を
し
ま
す
。

　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン

助
成
な
ど
任
意
の
ワ
ク
チ
ン
に

対
す
る
助
成
や
高
齢
者
に
対
す

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ

ン
を
助
成
す
る
な
ど
、
斑
鳩
町

は
早
く
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。毎
年
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
て
い
る
状
況
の
中
、

子
ど
も
を
感
染
症
か
ら
守
る
上

で
町
と
し
て
子
ど
も
に
対
す
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン

助
成
を
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　

予
防
接
種
法

に
基
づ
か
な
い
任
意
予
防
接
種

は
非
接
種
者
が
医
師
と
相
談
の

上
、
接
種
す
る
か
ど
う
か
を
判

断
し
て
接
種
す
る
も
の
で
、
接

種
費
用
は
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
予
防

接
種
法
に
基
づ
く
蔓
延
防
止
重

症
化
予
防
の
た
め
、
平
成
13
年

か
ら
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
及

び
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
、

ま
た
は
人
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
が

あ
り
、
医
師
が
必
要
と
認
め
た

人
に
対
し
、
定
期
接
種
を
無
料

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て
は
定
期
接

種
で
は
な
い
た
め
、現
在
、助
成

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。発
病

を
一
定
程
度
、
予
防
す
る
こ
と

や
発
病
後
の
重
症
化
や
死
亡
を

予
防
す
る
こ
と
に
関
し
て
一
定

の
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
感
染
を
阻
止
す
る

議
員　

斑
鳩
町
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
対
策
や

保
健
所
な
ど
の
周
知
に
つ
い

て
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
よ
り
、
住
民
の
皆
様
に
周

知
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
弱
者

と
言
わ
れ
る
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
方
に
は
、
目
が
届
か
な
い

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

支
援
の
必
要
な
皆
様
に
対
す

る
周
知
の
方
法
に
つ
い
て
考
え

を
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
長　

災
害
弱
者
に

対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
策
等
の
周
知
に
つ

い
て
は
、町
と
し
て
、直
接
高
齢

者
等
に
周
知
で
き
る
方
法
と
し

て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
等
に
よ
る
周
知
が
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
各
事
業
所
に
お
願

い
を
し
、
周
知
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

液
体
ミ
ル
ク
を
備
蓄
し

　
乳
幼
児
の
避
難
対
策
を

議
員　

災
害
時
、
避
難
所
に
お

い
て
電
気
や
ガ
ス
が
止
ま
っ
て

い
て
も
、
お
湯
を
沸
か
す
必
要

が
な
く
、
哺
乳
瓶
に
う
つ
し
て

そ
の
ま
ま
飲
む
こ
と
が
で
き
る

液
体
ミ
ル
ク
は
、昨
年
の
岡
山
・

広
島
を
中
心
と
し
た
大
雨
に
よ

る
洪
水
で
、
避
難
所
に
乳
幼
児

を
連
れ
て
避
難
さ
れ
た
お
母
さ

ん
達
に
も
大
変
喜
ば
れ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

斑
鳩
町
と
し
て
も
、
粉
ミ
ル

ク
の
一
部
を
液
体
ミ
ル
ク
に
置

き
換
え
て
備
蓄
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総
務
部
長　

乳
児
用
の
液
体
ミ

ル
ク
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
８

月
に
厚
生
労
働
省
で
制
度
改
正

さ
れ
、
国
内
で
の
製
造
販
売
が

効
果
は
期
待
で
き
な
い
現
状
で

す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
は
終
生
免
疫
で
は
な
く
毎
年

の
接
種
が
必
要
と
な
り
、
現
段

階
で
は
子
ど
も
へ
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
を
行

う
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員　
「
子
ど
も
の
場
合
は
２

回
、
接
種
し
な
い
と
効
果
が
な

い
」と
い
わ
れ
て
お
り
、多
子
世

帯
に
と
っ
て
は
非
常
に
大
き
な

出
費
と
な
り
ま
す
。予
防
接
種

を
受
け
な
い
と
か
か
る
リ
ス
ク

と
う
つ
す
リ
ス
ク
、
両
者
が
考

え
ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
中
学
校
３
年
生
の
受
験

生
だ
け
や
２
回
の
う
ち
１
回
だ

け
助
成
を
す
る
な
ど
、
今
後
も

斑
鳩
町
と
し
て
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
要
望
し
ま
す
。

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
助
成
に
つ
い
て

小 城　世 督  議員

可
能
と
な
り
ま
し
た
。現
在
、国

内
販
売
が
始
ま
っ
て
１
年
半
余

り
で
あ
り
、
粉
ミ
ル
ク
と
比
較

す
る
と
、
賞
味
期
限
が
１
年
と

短
い
こ
と
や
、
単
価
が
高
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、液
体
ミ
ル
ク
は
、お

湯
と
ミ
ル
ク
で
調
乳
す
る
必
要

が
な
く
、常
温
で
保
管
、使
用
で

き
る
製
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

災
害
時
等
に
有
用
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
粉
ミ
ル
ク
の
備
蓄
と

あ
わ
せ
、液
体
ミ
ル
ク
の
普
及
、

啓
発
的
な
導
入
に
つ
い
て
、
検

討
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議会を傍聴してみませんか？
　斑鳩町議会では、｢開かれた議会｣をめざしています。みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどの
ような発言をし、行政はどう答えているのか、みなさんご自身でお確かめください。
　また、事前に通告された一般質問の要旨は、斑鳩町ホームページ（http://www.town.ikaruga.nara.jp/）
に掲載しています。斑鳩町ＨＰで斑鳩町議会をクリックしてご覧ください。

議会事務局　0745 -74 -1001（内線302）

議会は役場3階です

議
員　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
策
と
し
て
、
斑
鳩

町
で
は
３
月
３
日
か
ら
24
日
ま

で
の
休
校
を
発
表
し
ま
し
た
が
、

突
然
の
休
校
に
よ
り
保
護
者
や

子
ど
も
た
ち
の
中
に
混
乱
が
見

ら
れ
、
様
々
な
点
で
早
急
に
対

応
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
た
ち

の
中
に
は
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ

る
こ
と
に
よ
り
精
神
的
に
不
安

定
に
な
り
、
も
と
の
生
活
に
戻

る
の
に
非
常
に
困
難
を
伴
い
ま

す
。ま
た
、子
ど
も
の
貧
困
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
学
校
給
食
が

栄
養
の
取
れ
る
唯
一
の
機
会
で

あ
る
子
ど
も
が
給
食
を
食
べ
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
命
の

危
険
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。更
に
は
、急
に
学
校
が
休
み

に
な
っ
て
も
子
ど
も
を
一
人
で

家
に
置
い
て
お
け
な
い
家
庭
は

ど
う
す
る
の
か
。ま
た
、学
童
保

育
へ
の
入
所
が
殺
到
す
れ
ば
、

教
室
に
い
る
よ
り
も
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
危

険
な
の
で
は
な
い
か
。こ
う
し

た
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
を
考

え
、
登
校
や
給
食
の
提
供
な
ど

を
希
望
す
る
児
童
・
生
徒
は
学

校
の
教
室
を
活
用
し
、
受
入
体

制
を
つ
く
っ
て
対
応
す
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
流
行
を
早
期
に
収
束

さ
せ
る
た
め
、
国
の
要
請
を
受

け
て
の
臨
時
休
校
は
必
要
な
措

置
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。自

治
体
に
よ
っ
て
は
希
望
す
る
子

ど
も
た
ち
が
弁
当
を
持
参
し
て

登
校
し
自
習
や
読
書
な
ど
を
し

て
過
ご
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。本
町
に

お
い
て
も
臨
時
校
長
会
を
開
催

し
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

地
域
猫
活
動
の
支
援
を

議
員　

飼
い
主
の
い
な
い
猫（
野

良
猫
）
と
地
域
住
民
と
の
共
存

を
目
指
し
、
不
妊
去
勢
手
術
を

行
っ
た
り
、
新
し
い
飼
い
主
を

探
し
て
飼
い
猫
に
し
て
い
く
こ

と
で
将
来
的
に
は
野
良
猫
を
無

く
し
て
い
こ
う
と
い
う
活
動
が

広
が
っ
て
お
り
、
不
妊
去
勢
手

術
費
の
助
成
な
ど
、
斑
鳩
町
と

し
て
も
支
援
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　
奈
良
県
が
行
っ

て
い
る
モ
デ
ル
事
業
へ
の
応
募

や
飼
い
主
の
不
明
な
猫
に
限
定

し
た
避
妊
手
術
費
に
対
す
る
助

成
の
交
付
に
つ
い
て
も
合
わ
せ

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

▲斑鳩町で備蓄されることになった液体ミルク

問答

問答問答

問答問

答問答

❽



町政ここが聞きたい

議
員　

学
校
が
様
々
な
課
題
を

抱
え
る
中
、
地
域
と
学
校
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
連
携
協
力
を
す

す
め
て
行
く
た
め
に
、
地
域
と

学
校
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
発
掘
・
育
成
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
斑
鳩
町

の
考
え
は
。

教
育
長　

地
域
学
校
協
働
活
動

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
確
保
が
必
要

不
可
欠
と
考
え
て
お
り
、
地
域

と
学
校
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

と
も
に
子
ど
も
達
を
育
て
、
と

も
に
地
域
を
創
る
体
制
の
整
備

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

現
場
の
先
生
方
か
ら
は

学
校
に
も
っ
と
地
域
の
大
人
の

目
を
増
や
し
て
ほ
し
い
、
な
ど

の
お
声
が
あ
り
ま
す
。先
生
方

の
本
当
に
必
要
と
す
る
支
援
が

今
後
の
地
域
と

学
校
の
協
働
体
制
に
つ
い
て

溝 部　真紀子  議員

し
っ
か
り
と
教
育
現
場
に
届

き
、
地
域
一
帯
で
子
ど
も
達
の

成
長
を
育
む
制
度
に
な
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

既
存
施
設
の
有
効
活
用
で

 

財
源
確
保
や
地
域
活
性
化
を

議
員　

監
査
報
告
や
施
政
方
針

で
も
、
今
後
の
斑
鳩
町
の
財
政

状
況
は
厳
し
く
、
財
源
不
足
が

見
込
ま
れ
る
と
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
町
民
プ
ー
ル
を
冬
季

休
業
中
に
、
有
効
活
用
す
る
な

ど
、既
存
施
設
を
活
用
し
、新
た

に
財
源
を
確
保
し
、
地
域
活
性

化
に
役
立
て
る
考
え
は
。

教
育
長　

夏
季
以
外
に
プ
ー
ル

を
釣
り
堀
や
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
事
例

が
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
施
設

投
資
や
維
持
管
理
費
が
発
生
す

る
た
め
、
プ
ー
ル
以
外
の
活
用

は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

図
書
館
で
の
雑
誌
ス
ポ

ン
サ
ー
制
度
や
役
場
地
下
ロ

ビ
ー
を
簡
易
的
な
喫
茶
店
と
し

て
活
用
す
る
考
え
は
。

教
育
長　

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制

度
に
つ
い
て
は
先
進
地
事
例
の

調
査
・
研
究
を
し
ま
す
。

総
務
部
長　

役
場
地
下
ロ
ビ
ー

は
余
剰
ス
ペ
ー
ス
と
は
考
え
て

お
ら
ず
、
他
の
目
的
で
の
有
効

活
用
は
困
難
と
考
え
ま
す
。

議
員　

今
後
地
域
で
の
取
り
組

み
を
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る

た
め
に「
稼
ぐ
」こ
と
は
重
要
な

要
素
と
考
え
ま
す
。地
域
活
性

化
の
た
め
に
も
是
非
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

▲町民プールの冬季の活用を

臨時休校に伴う
学校での受け入れを

木 澤　正 男  議員

議
員　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
策
と
し
て
、
斑
鳩

町
で
は
３
月
３
日
か
ら
24
日
ま

で
の
休
校
を
発
表
し
ま
し
た
が
、

突
然
の
休
校
に
よ
り
保
護
者
や

子
ど
も
た
ち
の
中
に
混
乱
が
見

ら
れ
、
様
々
な
点
で
早
急
に
対

応
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
た
ち

の
中
に
は
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ

る
こ
と
に
よ
り
精
神
的
に
不
安

定
に
な
り
、
も
と
の
生
活
に
戻

る
の
に
非
常
に
困
難
を
伴
い
ま

す
。ま
た
、子
ど
も
の
貧
困
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
学
校
給
食
が

栄
養
の
取
れ
る
唯
一
の
機
会
で

あ
る
子
ど
も
が
給
食
を
食
べ
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
命
の

危
険
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。更
に
は
、急
に
学
校
が
休
み

に
な
っ
て
も
子
ど
も
を
一
人
で

家
に
置
い
て
お
け
な
い
家
庭
は

ど
う
す
る
の
か
。ま
た
、学
童
保

育
へ
の
入
所
が
殺
到
す
れ
ば
、

教
室
に
い
る
よ
り
も
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
危

険
な
の
で
は
な
い
か
。こ
う
し

た
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
を
考

え
、
登
校
や
給
食
の
提
供
な
ど

を
希
望
す
る
児
童
・
生
徒
は
学

校
の
教
室
を
活
用
し
、
受
入
体

制
を
つ
く
っ
て
対
応
す
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
流
行
を
早
期
に
収
束

さ
せ
る
た
め
、
国
の
要
請
を
受

け
て
の
臨
時
休
校
は
必
要
な
措

置
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。自

治
体
に
よ
っ
て
は
希
望
す
る
子

ど
も
た
ち
が
弁
当
を
持
参
し
て

登
校
し
自
習
や
読
書
な
ど
を
し

て
過
ご
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。本
町
に

お
い
て
も
臨
時
校
長
会
を
開
催

し
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

地
域
猫
活
動
の
支
援
を

議
員　

飼
い
主
の
い
な
い
猫（
野

良
猫
）
と
地
域
住
民
と
の
共
存

を
目
指
し
、
不
妊
去
勢
手
術
を

行
っ
た
り
、
新
し
い
飼
い
主
を

探
し
て
飼
い
猫
に
し
て
い
く
こ

と
で
将
来
的
に
は
野
良
猫
を
無

く
し
て
い
こ
う
と
い
う
活
動
が

広
が
っ
て
お
り
、
不
妊
去
勢
手

術
費
の
助
成
な
ど
、
斑
鳩
町
と

し
て
も
支
援
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　
奈
良
県
が
行
っ

て
い
る
モ
デ
ル
事
業
へ
の
応
募

や
飼
い
主
の
不
明
な
猫
に
限
定

し
た
避
妊
手
術
費
に
対
す
る
助

成
の
交
付
に
つ
い
て
も
合
わ
せ

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問答問答

❾



一 般 質 問

議
員　

斑
鳩
町
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
対
策
や

保
健
所
な
ど
の
周
知
に
つ
い

て
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
よ
り
、
住
民
の
皆
様
に
周

知
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
弱
者

と
言
わ
れ
る
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
方
に
は
、
目
が
届
か
な
い

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

支
援
の
必
要
な
皆
様
に
対
す

る
周
知
の
方
法
に
つ
い
て
考
え

を
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
部
長　

災
害
弱
者
に

対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
策
等
の
周
知
に
つ

い
て
は
、町
と
し
て
、直
接
高
齢

者
等
に
周
知
で
き
る
方
法
と
し

て
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
等
に
よ
る
周
知
が
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
各
事
業
所
に
お
願

い
を
し
、
周
知
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

液
体
ミ
ル
ク
を
備
蓄
し

　
乳
幼
児
の
避
難
対
策
を

議
員　

災
害
時
、
避
難
所
に
お

い
て
電
気
や
ガ
ス
が
止
ま
っ
て

い
て
も
、
お
湯
を
沸
か
す
必
要

が
な
く
、
哺
乳
瓶
に
う
つ
し
て

そ
の
ま
ま
飲
む
こ
と
が
で
き
る

液
体
ミ
ル
ク
は
、昨
年
の
岡
山
・

広
島
を
中
心
と
し
た
大
雨
に
よ

る
洪
水
で
、
避
難
所
に
乳
幼
児

を
連
れ
て
避
難
さ
れ
た
お
母
さ

ん
達
に
も
大
変
喜
ば
れ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

斑
鳩
町
と
し
て
も
、
粉
ミ
ル

ク
の
一
部
を
液
体
ミ
ル
ク
に
置

き
換
え
て
備
蓄
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総
務
部
長　

乳
児
用
の
液
体
ミ

ル
ク
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
８

月
に
厚
生
労
働
省
で
制
度
改
正

さ
れ
、
国
内
で
の
製
造
販
売
が

議
員　

国
家
公
務
員
の
定
年
引

き
上
げ
の
社
会
的
背
景
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

総
務
部
長　

平
成
30
年
の
人
事

院
勧
告
に
お
い
て
、
定
年
を
65

歳
ま
で
引
き
上
げ
る
よ
う
勧
告

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、さ
ま
ざ

ま
な
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応

し
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、

60
歳
を
超
え
る
職
員
の
能
力
や

経
験
を
活
用
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
意
見
で
あ
る

と
、町
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

議
員　

こ
れ
ま
で
斑
鳩
町
で
は

人
件
費
改
定
に
際
し
て
人
事
院

勧
告
に
準
じ
て
行
わ
れ
て
き

た
。

　

定
年
引
き
上
げ
に
関
す
る
人

事
院
勧
告
に
つ
い
て
は
、
町
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

を
伺
う
。

副
町
長　

従
来
ど
お
り
人
事
院

勧
告
に
準
拠
し
た
形
で
、
人
事

の
体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

現
在
、斑
鳩
町
で
は
、定

年
を
迎
え
た
経
験
値
の
高
い
職

員
を「
再
任
用
」の
形
で
雇
用
さ

れ
て
い
る
が
、
自
治
体
に
よ
っ

て
そ
の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。斑
鳩
町
で
の
、管
理
職
の
雇

用
の
あ
り
方
を
伺
う
。

総
務
部
長　

職
員
に
つ
い
て
偏

り
の
な
い
適
正
な
年
齢
構
成
を

確
保
し
つ
つ
、
組
織
の
活
力
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
管
理
職

を
対
象
と
し
た
役
職
定
年
制
の

導
入
、
人
事
面
か
ら
は
60
歳
を

超
え
る
職
員
に
対
す
る
給
与
水

準
の
引
き
上
げ
な
ど
、
人
事
給

与
制
度
の
見
直
し
が
必
要
と

議
員　

以
前
も
一
般
質
問
し
ま

し
た
が
、
現
在
各
団
体
が
ど
れ

ぐ
ら
い
町
の
体
育
館
を
使
用
し

て
い
ま
す
か
。

教
育
長　

中
央
体
育
館
を
使
用

し
て
い
る
ク
ラ
ブ
は
42
団
体
で

す
。ま
た
、30
団
体
が
学
校
体
育

施
設
開
放
制
度
で
、
平
日
の
放

課
後
２
枠
、
土
曜
昼
以
降
５
枠

を
登
録
ス
ポ
ー
ツ
専
用
の
定
期

開
放
枠
を
優
先
し
て
使
用
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
原
則
斑
鳩
町
在
住
者
10
名

以
上
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
指

導
者
・
監
督
者
が
在
籍
し
て
い

る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。毎
年
２
月
に
次
年
度
の
登

録
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
申
請
を

提
出
さ
れ
、審
査
の
上
、登
録
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
登
録
し

て
い
ま
す
。

議
員　

そ
の
中
に
、
体
育
協
会

加
入
団
体
は
何
団
体
で
、
優
先

的
に
使
用
し
て
い
る
団
体
は
あ

り
ま
す
か
。

教
育
長　

体
育
協
会
に
加
盟
し

て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
が
、

体
育
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
こ

と
が
、
体
育
館
を
優
先
的
に
使

用
で
き
る
条
件
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

原
則
、
町
内
在
住
者
10
名
以

上
で
構
成
さ
れ
、
指
導
者
・
監

督
者
が
在
籍
し
て
い
る
条
件
を

満
た
し
た
登
録
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
あ
れ
ば
優
先
的
に
使
用
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

斑
鳩
町
民
が
何
割
以
上

で
優
先
的
に
使
用
す
る
等
、
基

準
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

教
育
長　

中
央
体
育
館
利
用
ク

な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
に

お
い
て
、
高
齢
職
員
の
経
験
や

能
力
を
活
用
す
る
た
め
に
ふ
さ

わ
し
い
職
務
、
働
き
方
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
国
の
動
向
を
参

考
に
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

斑
鳩
町
で
の
定
年
引
き

上
げ
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

地
方
公
務
員
法
で

は
、
国
の
職
員
の
定
年
を
基
準

と
し
て
条
例
で
定
め
る
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、国

家
公
務
員
法
が
定
年
引
き
上
げ

に
関
す
る
改
正
を
行
わ
れ
ま
し

た
ら
、
そ
の
内
容
を
基
準
と
し

て
町
の
関
係
条
例
の
改
正
手
続

き
を
す
す
め
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

　

ラ
ブ
は
42
団
体
中
26
団
体
、
６

４
８
名
中
１
１
０
名
が
町
外
在

住
者
で
す
。ま
た
、学
校
体
育
施

設
開
放
利
用
ク
ラ
ブ
は
30
団
体

中
14
団
体
、
４
２
１
名
中
47
名

が
町
外
在
住
者
で
す
。

　

半
分
近
く
の
ク
ラ
ブ
に
は
町

外
在
住
者
が
お
ら
れ
ま
す
が
、

割
合
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
が
町

内
在
住
者
で
構
成
さ
れ
た
ク
ラ

ブ
で
す
。

議
員　

各
団
体
、
ク
ラ
ブ
の
斑

鳩
町
民
の
割
合
を
調
べ
て
、
例

え
ば
、
斑
鳩
町
民
60
％
や
70
％

以
上
の
団
体
か
ら
優
先
的
に
体

育
館
の
使
用
が
で
き
る
な
ど
、

一
定
の
基
準
と
ル
ー
ル
づ
く
り

が
必
要
と
思
い
ま
す
。斑
鳩
町

民
の
割
合
が
多
い
団
体
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
に
運
営
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。

斑
鳩
町
の
体
育
館

使
用
に
つ
い
て

大 森 恒太朗  議員

斑鳩町役場の正職員の定年を
どのように

考えているのか
伴 　 吉 晴  議員

可
能
と
な
り
ま
し
た
。現
在
、国

内
販
売
が
始
ま
っ
て
１
年
半
余

り
で
あ
り
、
粉
ミ
ル
ク
と
比
較

す
る
と
、
賞
味
期
限
が
１
年
と

短
い
こ
と
や
、
単
価
が
高
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、液
体
ミ
ル
ク
は
、お

湯
と
ミ
ル
ク
で
調
乳
す
る
必
要

が
な
く
、常
温
で
保
管
、使
用
で

き
る
製
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

災
害
時
等
に
有
用
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
粉
ミ
ル
ク
の
備
蓄
と

あ
わ
せ
、液
体
ミ
ル
ク
の
普
及
、

啓
発
的
な
導
入
に
つ
い
て
、
検

討
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
策
と
し
て
、
斑
鳩

町
で
は
３
月
３
日
か
ら
24
日
ま

で
の
休
校
を
発
表
し
ま
し
た
が
、

突
然
の
休
校
に
よ
り
保
護
者
や

子
ど
も
た
ち
の
中
に
混
乱
が
見

ら
れ
、
様
々
な
点
で
早
急
に
対

応
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
た
ち

の
中
に
は
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ

る
こ
と
に
よ
り
精
神
的
に
不
安

定
に
な
り
、
も
と
の
生
活
に
戻

る
の
に
非
常
に
困
難
を
伴
い
ま

す
。ま
た
、子
ど
も
の
貧
困
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
学
校
給
食
が

栄
養
の
取
れ
る
唯
一
の
機
会
で

あ
る
子
ど
も
が
給
食
を
食
べ
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
命
の

危
険
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。更
に
は
、急
に
学
校
が
休
み

に
な
っ
て
も
子
ど
も
を
一
人
で

家
に
置
い
て
お
け
な
い
家
庭
は

ど
う
す
る
の
か
。ま
た
、学
童
保

育
へ
の
入
所
が
殺
到
す
れ
ば
、

教
室
に
い
る
よ
り
も
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
危

険
な
の
で
は
な
い
か
。こ
う
し

た
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
を
考

え
、
登
校
や
給
食
の
提
供
な
ど

を
希
望
す
る
児
童
・
生
徒
は
学

校
の
教
室
を
活
用
し
、
受
入
体

制
を
つ
く
っ
て
対
応
す
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
流
行
を
早
期
に
収
束

さ
せ
る
た
め
、
国
の
要
請
を
受

け
て
の
臨
時
休
校
は
必
要
な
措

置
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。自

治
体
に
よ
っ
て
は
希
望
す
る
子

ど
も
た
ち
が
弁
当
を
持
参
し
て

登
校
し
自
習
や
読
書
な
ど
を
し

て
過
ご
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。本
町
に

お
い
て
も
臨
時
校
長
会
を
開
催

し
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

地
域
猫
活
動
の
支
援
を

議
員　

飼
い
主
の
い
な
い
猫（
野

良
猫
）
と
地
域
住
民
と
の
共
存

を
目
指
し
、
不
妊
去
勢
手
術
を

行
っ
た
り
、
新
し
い
飼
い
主
を

探
し
て
飼
い
猫
に
し
て
い
く
こ

と
で
将
来
的
に
は
野
良
猫
を
無

く
し
て
い
こ
う
と
い
う
活
動
が

広
が
っ
て
お
り
、
不
妊
去
勢
手

術
費
の
助
成
な
ど
、
斑
鳩
町
と

し
て
も
支
援
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　
奈
良
県
が
行
っ

て
い
る
モ
デ
ル
事
業
へ
の
応
募

や
飼
い
主
の
不
明
な
猫
に
限
定

し
た
避
妊
手
術
費
に
対
す
る
助

成
の
交
付
に
つ
い
て
も
合
わ
せ

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問答問

答問答

問答問答
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町政ここが聞きたい

議
員　

国
家
公
務
員
の
定
年
引

き
上
げ
の
社
会
的
背
景
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

総
務
部
長　

平
成
30
年
の
人
事

院
勧
告
に
お
い
て
、
定
年
を
65

歳
ま
で
引
き
上
げ
る
よ
う
勧
告

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、さ
ま
ざ

ま
な
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応

し
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、

60
歳
を
超
え
る
職
員
の
能
力
や

経
験
を
活
用
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
意
見
で
あ
る

と
、町
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

議
員　

こ
れ
ま
で
斑
鳩
町
で
は

人
件
費
改
定
に
際
し
て
人
事
院

勧
告
に
準
じ
て
行
わ
れ
て
き

た
。

　

定
年
引
き
上
げ
に
関
す
る
人

事
院
勧
告
に
つ
い
て
は
、
町
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

を
伺
う
。

副
町
長　

従
来
ど
お
り
人
事
院

勧
告
に
準
拠
し
た
形
で
、
人
事

の
体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

現
在
、斑
鳩
町
で
は
、定

年
を
迎
え
た
経
験
値
の
高
い
職

員
を「
再
任
用
」の
形
で
雇
用
さ

れ
て
い
る
が
、
自
治
体
に
よ
っ

て
そ
の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。斑
鳩
町
で
の
、管
理
職
の
雇

用
の
あ
り
方
を
伺
う
。

総
務
部
長　

職
員
に
つ
い
て
偏

り
の
な
い
適
正
な
年
齢
構
成
を

確
保
し
つ
つ
、
組
織
の
活
力
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
管
理
職

を
対
象
と
し
た
役
職
定
年
制
の

導
入
、
人
事
面
か
ら
は
60
歳
を

超
え
る
職
員
に
対
す
る
給
与
水

準
の
引
き
上
げ
な
ど
、
人
事
給

与
制
度
の
見
直
し
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
に

お
い
て
、
高
齢
職
員
の
経
験
や

能
力
を
活
用
す
る
た
め
に
ふ
さ

わ
し
い
職
務
、
働
き
方
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
国
の
動
向
を
参

考
に
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

斑
鳩
町
で
の
定
年
引
き

上
げ
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

地
方
公
務
員
法
で

は
、
国
の
職
員
の
定
年
を
基
準

と
し
て
条
例
で
定
め
る
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、国

家
公
務
員
法
が
定
年
引
き
上
げ

に
関
す
る
改
正
を
行
わ
れ
ま
し

た
ら
、
そ
の
内
容
を
基
準
と
し

て
町
の
関
係
条
例
の
改
正
手
続

き
を
す
す
め
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

議
員　

一
部
の
通
学
路
で
よ
く

見
か
け
る
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の

設
置
基
準
を
お
伺
い
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

通
学
路
等
安

全
点
検
時
に
お
け
る
、学
校
、Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
の
ご
意
見
や
地
元
か

ら
の
要
望
に
基
づ
い
て
、
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

議
員　

単
な
る
白
線
だ
け
の
路

側
帯
で
は
な
く
、
グ
リ
ー
ン
に

カ
ラ
ー
リ
ン
グ
さ
れ
た
路
側
帯

は
、通
学
路
と
し
て
、よ
り
明
確

に
な
り
、わ
か
り
や
す
く
、子
ど

も
た
ち
の
評
判
も
よ
い
の
で
、で

き
る
こ
と
な
ら
町
内
全
域
の
通

学
路
に
設
置
さ
れ
た
い
思
い
で

は
あ
り
ま
す
が
、
財
政
的
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
要
望
の

あ
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
す

み
や
か
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
の
危
険
個
所
の

 

　
　
認
知
方
法
に
つ
い
て

議
員　

町
道
の
危
険
個
所
等
の

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　

町
内
を
10
の

区
域
に
分
け
、月
１
回
、職
員
が

自
転
車
・
徒
歩
等
で
、
町
道
の

舗
装
の
損
傷
や
区
画
線
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
劣
化
等
の
交
通
安

全
施
設
の
状
況
を
確
認
す
る
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

議
員　

定
期
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル

等
を
実
施
さ
れ
、
そ
れ
な
り
に

効
果
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す

が
、現
在
、法
隆
寺
駅
の
踏
切
の

す
ぐ
北
側
の
歩
道
は
、
車
道
と

の
縁
石
が
で
こ
ぼ
こ
に
な
っ
て

　

お
り
、
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
歩
道

の
タ
イ
ル
も
緩
ん
で
お
り
、
非

常
に
危
険
な
状
態
で
す
。少
な

く
と
も
２
、
３
年
以
前
か
ら
こ

の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。早
急
に
補
修
さ
れ
る

こ
と
を
進
言
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
町
で
パ
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
て
も
見
逃
し
は
必
ず

あ
り
ま
す
。そ
の
こ
と
を
考
え

る
と
、
町
民
の
方
々
の「
目
」を

活
用
し
て
い
く
こ
と
も
、
一
つ

の
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

是
非
と
も
住
民
の
方
々
か
ら

の
情
報
を
効
率
よ
く
活
用
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
さ
れ
る
こ

と
を
提
言
し
ま
す
。

 

通
学
路
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

　
　
さ
ら
な
る
設
置
推
進
を

嶋 田　善 行  議員

議
員　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
策
と
し
て
、
斑
鳩

町
で
は
３
月
３
日
か
ら
24
日
ま

で
の
休
校
を
発
表
し
ま
し
た
が
、

突
然
の
休
校
に
よ
り
保
護
者
や

子
ど
も
た
ち
の
中
に
混
乱
が
見

ら
れ
、
様
々
な
点
で
早
急
に
対

応
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
た
ち

の
中
に
は
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ

る
こ
と
に
よ
り
精
神
的
に
不
安

定
に
な
り
、
も
と
の
生
活
に
戻

る
の
に
非
常
に
困
難
を
伴
い
ま

す
。ま
た
、子
ど
も
の
貧
困
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
学
校
給
食
が

栄
養
の
取
れ
る
唯
一
の
機
会
で

あ
る
子
ど
も
が
給
食
を
食
べ
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
命
の

危
険
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。更
に
は
、急
に
学
校
が
休
み

に
な
っ
て
も
子
ど
も
を
一
人
で

家
に
置
い
て
お
け
な
い
家
庭
は

ど
う
す
る
の
か
。ま
た
、学
童
保

育
へ
の
入
所
が
殺
到
す
れ
ば
、

教
室
に
い
る
よ
り
も
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、
危

険
な
の
で
は
な
い
か
。こ
う
し

た
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
を
考

え
、
登
校
や
給
食
の
提
供
な
ど

を
希
望
す
る
児
童
・
生
徒
は
学

校
の
教
室
を
活
用
し
、
受
入
体

制
を
つ
く
っ
て
対
応
す
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
流
行
を
早
期
に
収
束

さ
せ
る
た
め
、
国
の
要
請
を
受

け
て
の
臨
時
休
校
は
必
要
な
措

置
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。自

治
体
に
よ
っ
て
は
希
望
す
る
子

ど
も
た
ち
が
弁
当
を
持
参
し
て

登
校
し
自
習
や
読
書
な
ど
を
し

て
過
ご
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。本
町
に

お
い
て
も
臨
時
校
長
会
を
開
催

し
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

地
域
猫
活
動
の
支
援
を

議
員　

飼
い
主
の
い
な
い
猫（
野

良
猫
）
と
地
域
住
民
と
の
共
存

を
目
指
し
、
不
妊
去
勢
手
術
を

行
っ
た
り
、
新
し
い
飼
い
主
を

探
し
て
飼
い
猫
に
し
て
い
く
こ

と
で
将
来
的
に
は
野
良
猫
を
無

く
し
て
い
こ
う
と
い
う
活
動
が

広
が
っ
て
お
り
、
不
妊
去
勢
手

術
費
の
助
成
な
ど
、
斑
鳩
町
と

し
て
も
支
援
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
部
長　
奈
良
県
が
行
っ

て
い
る
モ
デ
ル
事
業
へ
の
応
募

や
飼
い
主
の
不
明
な
猫
に
限
定

し
た
避
妊
手
術
費
に
対
す
る
助

成
の
交
付
に
つ
い
て
も
合
わ
せ

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

⓫



一 般 質 問

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
集
団
感
染
を
防
ぐ
た

め
の
、
小
・
中
学
校
の
臨
時
休

校
に
よ
り
、
土
曜
、
日
曜
、
祝
日

を
除
い
て
も
15
日
間
の
休
み
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
の
授
業

は
ど
の
よ
う
に
し
て
取
り
戻
そ

う
と
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
す

か
。

教
育
長　

臨
時
休
校
中
の
学
習

補
充
に
つ
い
て
は
、
卒
業
を
迎

え
る
学
年
以
外
の
児
童
・
生
徒

に
は
次
学
年
に
お
い
て
全
学
年

の
未
指
導
分
の
授
業
を
行
う
こ

と
。ま
た
、卒
業
を
迎
え
る
学
年

の
児
童
・
生
徒
に
は
進
学
先
の

学
校
で
、
当
該
児
童
・
生
徒
の

学
習
状
況
を
共
有
し
、
必
要
に

応
じ
て
補
充
的
な
学
習
を
行
う

な
ど
の
配
慮
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

斑
鳩
町
で
は
、
中
学
校
３
年

生
は
テ
ス
ト
も
終
了
し
中
学
校

３
年
生
の
学
業
を
終
え
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
、
今
回
の
臨
時
休
業
に

よ
り
学
習
の
補
充
が
必
要
と
な

る
教
科
や
授
業
時
間
を
精
査
し

て
、実
施
時
間
、実
施
方
法
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

議
員　

受
け
る
べ
き
授
業
を
受

け
な
い
ま
ま
進
学
や
進
級
を
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

　

公
立
高
等
学
校
の
入
学
試
験

が
目
の
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
が
、

生
徒
か
ら
入
学
試
験
に
つ
い
て

不
安
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
よ

う
な
相
談
は
な
い
で
す
か
。

教
育
長　

現
在
、
臨
時
休
業
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
登
校
日
と

い
う
形
で
中
学
３
年
生
の
登
校

日
を
設
け
て
担
任
、
学
校
が
受

験
生
に
対
し
て
の
相
談
や
対
応

を
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

議
員　

御
所
市
の
中
学
校
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
遠

隔
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て

学
習
支
援
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
の
声
で
は
、「
先
生
の
顔

を
見
な
が
ら
過
去
の
入
試
問
題

の
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
尋
ね

た
ら
、
お
答
え
し
て
い
た
だ
け

て
大
変
安
心
し
た
」
と
の
こ
と

で
す
。

　

当
町
で
も
要
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た

学
習
支
援
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
お
願
い
し
て
お
き
ま
す
。

臨時休校中の
　　　学習補充をしっかりと　　

中 川　靖 広  議員

議
員　

教
員
の
過
酷
な
勤
務
実

態
が
国
会
で
も
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
す
。国
が
導
入
を
予
定
し

て
い
る
「
変
形
労
働
時
間
制
」

（
一
年
単
位
。日
に
よ
っ
て
勤
務

時
間
を
延
長
・
短
縮
す
る
も
の
）

の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
い

か
が
で
す
か
。

教
育
長　

奈
良
県
の
条
例
改
正

を
経
て
、
令
和
２
年
度
に
試
行

し
、
令
和
３
年
度
か
ら
実
施
予

定
で
す
。

議
員　

国
の
調
査
で
は
「
出
退

勤
の
把
握
を
し
て
い
な
い
市
町

村
」
率
が
37
・
５
％
の
奈
良
県

は
全
国
で
高
位
で
し
た
。斑
鳩

町
の
実
態
は
い
か
が
で
す
か
。

教
育
長　

当
町
で
は
各
教
職
員

本
人
が
使
用
し
て
い
る
パ
ソ
コ

ン
に
直
接
入
力
し
、
毎
月
管
理

職
が
確
認
す
る
こ
と
で
把
握
し

て
い
ま
す
。

議
員　

新
制
度
導
入
の
目
的
は

労
働
時
間
の
縮
減
が
前
提
で

す
。全
国
調
査
で
は
時
間
外
勤

務
月
45
時
間
以
上
の
教
員

小
53
％
、中
67
％
、高
50
％
。

月
80
時
間
以
上
の
教
員

小
13
％
、
中
28
％
、
高
20
％
で

す
。教
員
も
一
人
の
労
働
者
と

し
て
守
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

　
「
変
形
労
働
時
間
制
」は
現
況

か
ら
み
て
も
煩
雑
な
業
務
負
担

を
更
に
ま
ね
く
も
の
で
、
導
入

は
見
合
わ
せ
る
べ
き
で
す
。真

の「
働
き
方
改
革
」を
目
指
す
た

め
の
問
題
点
と
解
決
へ
の
取
り

組
み
を
お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
長　

平
成
28
年
度
調
査
で

は
、
学
内
勤
務
時
間
が
増
加
し

た
主
な
理
由
は
、①
若
年
教
員

の
増
加
②
総
授
業
時
間
数
の
増

加
③
中
学
校
で
の
部
活
動
時
間

の
増
加
等
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
を
進
め
る
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
「
50
の
取

り
組
み
」が
示
さ
れ
ま
し
た
。当

町
で
は
上
位
10
項
目
の
う
ち
①

部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
、

②
行
事
等
の
精
選
・
見
直
し
、

③
調
査
統
計
業
務
の
削
減
等
を

進
め
て
い
ま
す
。他
の
項
目
も

実
施
に
向
け
て
検
討
し
、
勤
務

時
間
の
削
減
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

議
員　

教
育
現
場
、
保
護
者
か

ら
の
批
判
が
上
が
っ
て
い
る

「
変
形
労
働
時
間
制
」の
導
入
は

慎
重
に
対
処
さ
れ
る
よ
う
に
要

望
し
ま
す
。

教員の真の「働き方改革」を

濱　眞理子  議員
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町政ここが聞きたい

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
集
団
感
染
を
防
ぐ
た

め
の
、
小
・
中
学
校
の
臨
時
休

校
に
よ
り
、
土
曜
、
日
曜
、
祝
日

を
除
い
て
も
15
日
間
の
休
み
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
の
授
業

は
ど
の
よ
う
に
し
て
取
り
戻
そ

う
と
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
す

か
。

教
育
長　

臨
時
休
校
中
の
学
習

補
充
に
つ
い
て
は
、
卒
業
を
迎

え
る
学
年
以
外
の
児
童
・
生
徒

に
は
次
学
年
に
お
い
て
全
学
年

の
未
指
導
分
の
授
業
を
行
う
こ

と
。ま
た
、卒
業
を
迎
え
る
学
年

の
児
童
・
生
徒
に
は
進
学
先
の

学
校
で
、
当
該
児
童
・
生
徒
の

学
習
状
況
を
共
有
し
、
必
要
に

応
じ
て
補
充
的
な
学
習
を
行
う

な
ど
の
配
慮
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

斑
鳩
町
で
は
、
中
学
校
３
年

生
は
テ
ス
ト
も
終
了
し
中
学
校

３
年
生
の
学
業
を
終
え
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
、
今
回
の
臨
時
休
業
に

よ
り
学
習
の
補
充
が
必
要
と
な

る
教
科
や
授
業
時
間
を
精
査
し

て
、実
施
時
間
、実
施
方
法
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

議
員　

受
け
る
べ
き
授
業
を
受

け
な
い
ま
ま
進
学
や
進
級
を
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

　

公
立
高
等
学
校
の
入
学
試
験

が
目
の
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
が
、

生
徒
か
ら
入
学
試
験
に
つ
い
て

不
安
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
よ

う
な
相
談
は
な
い
で
す
か
。

教
育
長　

現
在
、
臨
時
休
業
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
登
校
日
と

い
う
形
で
中
学
３
年
生
の
登
校

日
を
設
け
て
担
任
、
学
校
が
受

験
生
に
対
し
て
の
相
談
や
対
応

を
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

議
員　

御
所
市
の
中
学
校
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
遠

隔
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て

学
習
支
援
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
の
声
で
は
、「
先
生
の
顔

を
見
な
が
ら
過
去
の
入
試
問
題

の
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
尋
ね

た
ら
、
お
答
え
し
て
い
た
だ
け

て
大
変
安
心
し
た
」
と
の
こ
と

で
す
。

　

当
町
で
も
要
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た

学
習
支
援
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
お
願
い
し
て
お
き
ま
す
。

議
員　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど

大
地
震
の
発
生
が
予
想
さ
れ

る
。公
共
施
設
の
耐
震
化
状
況

と
今
後
の
耐
震
化
計
画
は
ど
う

か
。

都
市
建
設
部
長　

公
共
施
設
の

耐
震
化
率
は
87
％
。

住
民
生
活
部
長　

耐
震
性
が
な

い
施
設
の
う
ち
、
鳩
水
園
は
来

年
度
予
算
で
実
施
す
る
予
定
。

衛
生
処
理
場
は
施
設
の
あ
り
方

も
含
め
て
検
討
予
定
。

議
員　

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
耐
震

化
の
状
況
は
ど
う
か
。

都
市
建
設
部
長　

緊
急
輸
送
道

路
と
な
る
国
道
に
架
か
る
竜
田

大
橋
、昭
和
橋
、県
道
に
架
か
る

御
幸
大
橋
、
法
隆
寺
跨
線
橋
は

耐
震
化
を
完
了
し
た
。町
道
に

架
か
る
塩
田
橋
、
新
業
平
橋
は

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

　

上
水
道
施
設
の
配
水
管
は
震

度
６
程
度
に
耐
え
る
耐
震
適
合

管
の
割
合
が
平
成
30
年
度
末
で

39
・
６
％
。配
水
池
や
浄
水
施

設
は
震
度
７
程
度
の
地
震
で
大

き
な
支
障
は
な
い
。各
配
水
池

に
は
常
に
８
割
以
上
の
水
道
水

を
確
保
し
て
お
り
、
地
震
時
に

相
当
な
揺
れ
を
感
知
し
た
場

合
、緊
急
遮
断
弁
が
作
動
し
、配

水
を
停
止
す
る
の
で
、
貯
水
さ

れ
た
水
道
水
は
活
用
で
き
る
。

ま
た
、
下
水
道
施
設
は
耐
震
化

指
針
を
踏
ま
え
た
設
計
に
よ
り

整
備
し
て
い
る
。

議
員　

斑
鳩
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
で
は
イ
ン
フ
ラ
施

設
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て
適
正

に
更
新
等
を
進
め
て
い
く
と
あ

る
が
、
経
費
面
の
収
支
見
通
し

は
ど
う
か
。

都
市
建
設
部
長　

橋
梁
の
定
期

点
検
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
５

年
か
け
て
町
内
68
橋
す
べ
て
点

検
し
た
。早
期
に
措
置
を
講
ず

べ
き
３
橋
は
今
年
度
に
補
修
工

事
を
実
施
し
た
。ま
た
、今
年
度

か
ら
２
巡
目
の
橋
梁
点
検
を
実

施
し
て
い
る
。点
検
や
補
修
に

か
か
る
費
用
は
国
の
補
助
金
を

活
用
し
維
持
管
理
に
努
め
て
い

る
。

　

水
道
施
設
は
法
定
耐
用
年
数

以
内
が
83
・
７
％
。管
路
は
77
･

２
％
。平
成
27
年
か
ら
40
年
間

に
か
か
る
更
新
費
用
等
の
試
算

で
は
上
水
道
施
設
で
、
年
平
均

１
億
８
，８
０
０
万
円
、
管
路
で

は
年
平
均
２
億
９
，３
０
０
万

円
が
必
要
。 

企
業
債
な
ど
で
負

担
の
平
準
化
を
し
つ
つ
、
国
の

補
助
制
度
も
活
用
し
て
い
く
。

　

下
水
道
事
業
は
、
施
設
の
更

新
時
期
ま
で
20
年
以
上
あ
り
、

経
費
面
の
計
画
は
な
い
。

公
共
施
設
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の

耐
震
化・長
寿
命
化
に
つ
い
て

齋 藤　文 夫  議員

議会だよりと会議録（本会議、委員会）が
斑鳩町ホームページで閲覧できます。
斑鳩町ホームページ（ http://www.town.ikaruga.nara.jp/ ) で、斑鳩町
議会をクリックしてください。 No.52（平成19年5月1日発行）以降の議
会だよりと平成23年5月以降の会議録が閲覧できます。
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委員会のうごき

◎
斑
鳩
町
町
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

民
法
等
の
改
正
に
伴
う
条
例

改
正
で
す
。

　

町
営
住
宅
入
居
者
の
連
帯
保

証
人
が
負
担
す
る
債
務
の
極
度

額
を
入
居
時
の
家
賃
の
６
か
月

分
と
す
る
こ
と
と
、
不
正
入
居

者
に
対
す
る
明
渡
請
求
を
行
っ

た
と
き
、
当
該
請
求
を
受
け
た

者
に
対
し
て
徴
収
で
き
る
金
額

の
算
定
に
利
用
す
る
利
息
を
年

５
分
か
ら
法
定
利
率
に
改
め
ま

す
。

　

委
員
よ
り
、
連
帯
保
証
人
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
法
定
利
率

に
変
更
す
る
理
由
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
当
委
員
会
と

し
て
、
満
場
一
致
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

◎
町
道
認
定
に
つ
い
て

　　

開
発
道
路
８
路
線
と
、
位
置

指
定
道
路
１
路
線
、
町
の
道
路

新
設
工
事
に
よ
る
１
路
線
の
合

計
10
路
線
を
、
道
路
法
第
８
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
町
道
に

認
定
す
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

委
員
よ
り
、
開
発
で
つ
け
た

道
路
が
行
き
止
ま
り
の
道
路
の

場
合
で
も
、
町
道
認
定
す
る
の

か
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
担
当
者
よ
り
、
行
き
止
ま

り
で
あ
っ
て
も
、
道
路
幅
や
回

転
広
場
等
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
開
発
道
路
は
、
町
道
と
し

て
認
定
し
、
将
来
的
な
舗
装
等

の
管
理
を
町
で
行
っ
て
い
る
と

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
当
委
員
会
と

し
て
、
満
場
一
致
で
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

〇
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　　

町
か
ら
の
新
し
い
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
い
か
る
が
パ
ー

ク
ウ
ェ
イ
の
県
道
か
ら
東
側
の

区
間
に
つ
い
て
の
進
め
方
に
つ

い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

3
月
13
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議
よ
り
付

託
を
受
け
た
2
議
案
等
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
と
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

建
設
水
道
常
任
委
員
会

 

〇
地
方
自
治
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

斑
鳩
町
下
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
と
斑
鳩
町
水

道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
に
お
い
て
、
引
用
し
て
い
る

法
令
の
改
正
に
伴
う
条
文
整
理

を
行
う
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

〇
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
に
工
事
を
実
施

し
た
11
か
所
の
下
水
道
の
整
備

状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
に
完
成
し
た
工

事
の
整
備
延
長
は
約
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
整
備
面
積
は
、
３
．

８
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
事
業
計

画
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

下
水
道
予
定
処
理
区
域
は
３

８
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
、
令
和
元
年
度
ま
で
に

工
事
を
完
了
し
て
い
る
区
域
は
、

２
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

　

令
和
２
年
度
に
予
定
し
て
い

る
下
水
道
工
事
は
、
整
備
延
長

約
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
整
備
面

積
約
９
．
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
予

定
と
の
こ
と
で
す
。

　

委
員
よ
り
、
公
共
下
水
道
接

続
申
請
状
況
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
、
三
室
山
下
バ
ス

停
付
近
に
お
い
て
、
一
部
歩
道

が
な
く
て
、
東
へ
降
り
る
ス

ロ
ー
プ
だ
け
に
な
っ
て
い
る
状

況
に
あ
る
が
、
こ
の
歩
道
に
つ

い
て
は
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る

か
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
、
町
よ

り
奈
良
国
道
事
務
所
と
と
も
に

対
応
を
検
討
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

（
井
上
委
員
長
記
）

◀

斑鳩町の
下水道マンホール

　
委
員
会
付
託
議
案

　
継
続
審
査

　
そ
の
他

　
各
課
報
告
事
項
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◎
斑
鳩
町
手
話
言
語
条
例
に
つ

い
て

　

手
話
を
第
一
言
語
と
す
る
聴

覚
障
害
者
の
権
利
を
尊
重
し
、

手
話
へ
の
理
解
を
深
め
、
手
話

の
日
常
的
使
用
を
可
能
と
す
る

環
境
整
備
、
聴
覚
障
害
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
共
生
社
会
の

実
現
の
た
め
に
基
本
事
項
を
定

め
る
も
の
で
す
。

◎
斑
鳩
町
廃
棄
物
の
減
量
及
び

適
正
処
理
並
び
に
環
境
美
化
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

事
業
系
一
般
廃
棄
物
の
う
ち

生
ご
み
を
分
別
し
、
処
理
手
数

料
の
新
設
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
斑
鳩
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
基
盤
安
定
負

担
金
の
額
の
確
定
に
伴
う
補
正

で
す
。

◎
令
和
元
年
度
斑
鳩
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

厚 生常任委員会

　３月１６日、全委員出席のもと委員会を開
催いたしましたのでその概要をご報告します。
本会議から付託を受けた５議案については、
すべて満場一致で可決すべきものと決しまし
た。

（
第
４
号
）
に
つ
い
て

　
「
特
定
個
人
情
報
デ
ー
タ
標

準
レ
イ
ア
ウ
ト
改
版
等
に
伴
う

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
」
経

費
に
対
し
国
庫
補
助
金
と
一
般

会
計
繰
入
金
を
計
上
す
る
も
の

で
す
。

◎「
交
通
事
業
者
へ
の
働
き
か

け
を
強
め
る
」
意
見
書
採
択
の

お
願
い
に
つ
い
て

　

精
神
障
害
者
へ
の
交
通
運
賃

割
引
制
度
が
一
部
で
導
入
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
他
の
交
通
事

業
者
に
も
、
精
神
障
害
者
を
身

体
・
知
的
障
害
者
と
同
等
に
割

引
制
度
の
適
用
対
象
と
さ
れ
る

よ
う
、
働
き
か
け
を
強
め
る
こ

と
を
国
に
要
望
す
る
意
見
書
の

採
択
を
求
め
る
も
の
で
す
。
全

委
員
が
採
択
に
賛
成
し
、
意
見

書
を
本
会
議
に
提
出
し
ま
し
た
。

（
18
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

〇
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量

化
・
資
源
化
の
推
進
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　

資
源
物
共
通
指
定
袋
の
自
治

会
配
布
に
つ
い
て
、
一
部
納
品

可
能
と
な
り
、
全
自
治
会
に
配

布
す
る
予
定
で
す
。

〇
令
和
元
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
に
つ

い
て　

　

国
の
補
正
予
算
の
増
額
に
関

連
し
て
の
、
国
・
県
支
出
金
の

の
増
額
で
す
。
通
知
カ
ー
ド
・

個
人
番
号
カ
ー
ド
関
連
事
務
委

任
交
付
金
、
身
体
障
害
者
の
更

生
医
療
費
給
付
費
、
重
度
障
害

者
等
の
日
常
生
活
用
具
給
付
費

な
ど
で
す
。
歳
出
に
は
、
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
、
介
護
保
険
事
業
繰
出

費
、
町
立
保
育
所
臨
時
保
育
士

賃
金
増
額
な
ど
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

〇
第
２
期
斑
鳩
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

〇
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限

度
額
等
の
改
定
（
案
）
に
つ
い

て

　

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
、

均
等
割
及
び
平
等
割
軽
減
の
所

得
基
準
額
の
引
き
上
げ
で
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
等

の
改
定
に
つ
い
て

　

広
域
連
合
議
会
で
関
係
条
例

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
保
険
料
率
と
賦
課
限

度
額
、
均
等
割
軽
減
の
所
得
基

準
額
の
引
き
上
げ
で
す
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
国
の
保
育
関
連
支

援
策
に
つ
い
て

　

保
育
所
等
に
お
け
る
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
の
補
助
事
業
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
経
緯
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て

○
町
で
の
マ
ス
ク
の
備
蓄
に
つ
い

て○
議
員
に
送
付
さ
れ
た
社
協
職
員

有
志
か
ら
の
文
書
に
つ
い
て

（
濱
委
員
長
記
）

　
委
員
会
付
託
議
案

　
各
課
報
告
事
項

　
そ
の
他

　
継
続
審
査

⓯



委員会のうごき

◎
地
方
自
治
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

ど
ち
ら
も
法
律
の
改
正
に
伴

い
条
文
の
整
理
等
を
行
う
も
の

で
す
。

◎
斑
鳩
町
職
員
の
服
務
の
宣
誓

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が

創
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
服
務
の
宣

誓
方
法
に
つ
い
て
定
め
る
も
の

で
す
。

◎
令
和
元
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
に
つ

い
て

　

町
職
員
の
退
職
に
伴
う
退
職

手
当
負
担
金
や
、
ふ
る
さ
と
納

税
額
の
増
加
に
伴
い
、
お
礼
に

関
す
る
費
用
の
増
加
。
ま
た
、身

体
障
が
い
者
の
方
の
日
常
生
活

用
具
給
付
費
や
町
立
保
育
所
の

臨
時
保
育
士
の
雇
用
に
関
す
る

費
用
の
増
加
。
さ
ら
に
、
国
の

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
、小

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
一
人
に

１
台
パ
ソ
コ
ン
を
整
備
す
る
た

め
の
費
用
や
斑
鳩
中
学
校
の
照

明
設
備
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
関
す
る
費

用
の
増
加
な
ど
、
予
算
の
補
正

を
行
う
も
の
で
す
。

〇
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的
史

跡
等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
３
月

５
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
斑
鳩

町
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
を
休

館
と
す
る
こ
と
。

　

令
和
２
年
度
、
春
季
展
示
会

に
つ
い
て
は
５
月
23
日（
土
）か

ら
７
月
５
日（
日
）ま
で
開
催
し
、

神
南
古
墳
群
や
ヒ
ヅ
メ
金
塚
古

墳
な
ど
、
町
内
に
あ
っ
て
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
古
墳
を
紹

介
し
、そ
の
存
在
や
内
容
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

展
示
会
の
開
催
が
計
画
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

　

４
月
１
日
以
降
の
文
化
財
活

用
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

状
況
を
勘
案
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
展
示
会
の
延
期
や
中
止
な

ど
の
措
置
を
と
る
こ
と
。

　

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
町
立
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育

の
実
施
（
案
）
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
町
立
幼

稚
園
で
預
か
り
保
育
の
実
施
を

予
定
し
て
お
り
、
通
常
は
保
育

終
了
後
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま

で
、
長
期
休
業
期
間
中
は
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分

ま
で
と
し
、
利
用
料
は
一
回
３

０
０
円
で
す
。
ま
た
、
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
実

施
し
な
い
な
ど
、
現
段
階
で
の

町
教
育
委
員
会
の
考
え
方
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

○
人
事
評
価
結
果
の
昇
給
及
び

勤
勉
手
当
へ
の
活
用
に
つ
い
て

〇
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る

損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
案
）
に
つ
い
て

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
国
の
保
育
関
連
支

援
策
に
つ
い
て

〇
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
係
る
情
報

伝
達
の
不
具
合
の
解
消
に
つ
い

て
　

以
上
、
５
件
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

〇
一
斉
休
校
に
伴
う
給
食
関
連

業
者
へ
の
補
償
等
の
対
応
に
つ

い
て

〇
役
場
組
織
体
制
の
見
直
し
に

つ
い
て

〇
一
斉
休
校
に
伴
う
小
中
学
校

の
グ
ラ
ン
ド
開
放
に
つ
い
て

（
木
澤
委
員
長
記
）

　

３
月
1７
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
総
務
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
ま
し
た
４
議
案
は
す
べ
て
満
場
一
致
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

　
委
員
会
付
託
議
案

　
継
続
審
査

　
各
課
報
告
事
項

　
そ
の
他

▲パソコンを使っての授業のようす
（斑鳩小学校）
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令和２年度斑鳩町一般会計予算について（満場一致で可決）

令和２年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計予算について（賛成多数で可決）

【 賛 成 意 見 】　溝部議員

　人口減少や少子高齢化の急速な進行により、経済が
縮小し、税収等の減少が見込まれる一方で、社会保障
費などの経常的な支出が増加傾向にあり、今後の行財
政運営はさらに厳しい状況に陥ることが懸念されてお
ります。自治体は、行財政の合理化、効率化を図りつ
つも、地方創生の推進、少子高齢化への対応や子育て
支援の充実などに努め、さらには、相次ぐ災害への対
応や地域防災力の強化など喫緊の課題にも取り組んで
いくことが求められています。このような状況のなか、
令和２年度予算は限られた財源の中で、適切に予算を
編成されたものと認めます。持続可能な行財政運営に
引き続き努力されることを強く期待するとともに事業
効果を早期に発揮し住民のニーズに一日でも早く応え
ることができるよう、迅速な事業執行をお願いいたし
まして、賛成意見とします。

【 賛 成 意 見 】　木澤議員

　新年度予算では経常経費が大きく増額となるなか投
資的経費の減額によってバランスを取る形となってい
ます。新たに会計年度任用職員制度の導入により、多
額の独自財源捻出を迫られるなか、基金を取り崩して
の予算編成はやむを得ないものだと考えます。
　こうした厳しい財政状況の下、病児保育施設の設置・
運営や令和３年度から実施予定の町立幼稚園での預か
り保育、ファミリー・サポート・センター事業、産前
産後ヘルパーの派遣、折りたたみ式ごみボックスの配
布など、住民の願いに応えた新事業等が確認でき、評
価できるものだと考えます。
　コンビニ交付サービス事業やいかるがバイパス・パー
クウェイ推進に係る費用等については問題があると考
えますが、予算全体については評価し賛成します。

【 反 対 意 見 】　濱　議員

　我が国は世界に誇る長寿国であります。しかし、そ
れを支える医療や福祉策の後退はますます進み、その
最たるものが、この「後期高齢者医療」ではないでしょ
うか。75 歳と言う対象年齢は、戦後生まれの方が加
入されるスタートの年齢です。今後この団塊の世代が
次々と対象となっていき、加入者が増加してまいりま
す。年金の減額や消費税の増税等毎日の生活を維持し
ていくことの厳しさが増していく今日です。罹患率が
高まり、治癒への道のりが容易ではなくなります。医
療費だけでなく保険対象外の費用が増大しています。
本制度では町は実施主体ではありませんが、決まった
負担増をそのまま伝達するのではなく、住民の立場に
なり、国・県へ物申す姿勢を要望します。住民の負担
増をどうにかしてほしいという願いを、住民代表とし
て、本議案に反対をもって表明いたします。

【 賛 成 意 見 】　齋藤議員

　後期高齢者医療制度の運営主体は、法令の規定によ
り、県内の全ての市町村で構成された広域連合であり、
県全体の保険料の決定、医療の給付などを行っており、
保険料率の改正についても、広域連合の議会の議決を
経て決定されたものです。
　この制度で市町村は、法令の規定により特別会計を
設置し、収納した保険料を広域連合に納付し、その他
各種申請事務や保険証の引渡しなどを行っています。
　令和２年度の予算についても、広域連合で決められ
た保険料の総額や軽減に必要な財源等について、関係
法令に基づき手続きをされています。引き続き、この
制度の円滑な運営に努力していただくことをお願いし
て、本特別会計予算の賛成意見とします。

本 会 議 で の
討 論

議案に対して賛否が分かれた場合等、議員が自己の賛否の意見を表明し、
その理由を述べる「討論」を行います。
３月定例会で２件の討論が行われました。

令和２年度斑鳩町一般会計予算については、反対する議員はありませんでしたが、
２人の議員がそれぞれの賛成の理由を述べました。
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議
会
だ
よ
り

◆
〒
636-0198   　

 奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
西
3-7-12  

74-1001 内
線
302

令
和
２
年
５
月
１
日
発
行

No.104

　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

の
駐
車
場
か
ら
の
通

路
の
入
り
口
で
、
四

つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

を
見
つ
け
ま
し
た
。

四
枚
目
の
葉
に
は

「
幸
せ
」
や
「
希

望
」
や
「
喜
び
」
の

花
言
葉
が
あ
り
ま

す
。

　

あ
な
た
は
「
議
会

だ
よ
り
は
堅
苦
し
く
て
、
用
語

も
む
ず
か
し
い
」
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？
私
た
ち
の
明
る
い

未
来
を
め
ざ
し
て
議
会
は
動

き
、
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

行
間
に
は
必
ず
四
つ
葉
が
あ
り

ま
す
。

　

次
号
か
ら
は
新
委
員
構
成
で

お
届
け
し
ま
す
。
乞
う
ご
愛

読
。　
　

　

（
濱
委
員
長
記
）

委　
員　
長　
　

濱　

眞
理
子

副
委
員
長　
　

溝
部
真
紀
子

委　
　

員　
　

伴　
　

吉
晴

　

 

〃　
　
　
　

大
森
恒
太
朗

　

 

〃　
　
　
　

横
田　

敏
文

　

 

〃　
　
　
　

奥
村　

容
子

広
報
発
行
常
任
委
員
会

▼

斑鳩町のコミュニティバスは
　すでに精神障がい者への割引
　制度を適用しています

　オリンピック・パラリンピックの開催を前にバリアフリーの機運が高まっており、第
198回国会では「精神障害者の交通運賃に関する請願」が衆参両院で採択されました。障
害者基本法では、精神障害者は身体障害者及び知的障害者と同じ障害者として定義されて
います。障害者が移動をする際に公共交通機関の役割は必要不可欠なものとなっています。
現在、身体・知的障害者に適用されている交通運賃割引制度から精神障害者は除外されて
います。精神障害者においても「自立」と「平等」及び「社会参加」を促進するためには、
身体障害者及び知的障害者と同じように精神障害者にも交通運賃割引制度が適用されなけ
ればなりません。
　この間、一部の鉄道事業者が精神障害者の運賃割引を実施し、一部の公営交通において
も地下鉄など全国共通の運賃割引制度が導入されてきました。平成30年10月に発表され
た航空会社の３障害共通の割引制度の実現は、「ユニバーサルデザイン2020行動計画」
による国の働きかけが航空事業者に受け止められたものです。
　こうした状況を踏まえ、その他の鉄道事業者及び高速道路等の交通事業者は、請願採択
という国会の意思を尊重し、速やかに、精神障害者にも他障害者同等の交通運賃割引制度
の適用に踏み切る必要があります。
　よって、国に対し、精神障害者についても、身体障害者及び知的障害者と同等に交通運
賃割引制度の適用対象とするよう公共交通運輸事業者等にさらなる働きかけを強めるよう
要望します。
　以上、地方自治法第99条により、意見書を提出します。

請願採択を踏まえ「各交通事業者への働きかけを強める」意見書

関係機関に
意見書を送付

３月定例会では、委員会から提案された１件の意見書が
可決され、関係機関に送付しました。


